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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーのほかに、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく

場合が

あります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募
作品は

ご返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （JICA’s World 編集部宛）
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躍動の国インド
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背に携帯電話で話すサリー姿
の女性。近年著しい経済成長
を遂げるインドは、古さと新しさ
が共存する多様性のある国だ

ジャガイモ畑のおしゃべり　ネパール



首都：ニューデリー
面積：328 万 7,263km2（インド政府資料：パキスタン、中国との係争地を含む）
人口：12 億 1,000 万人（2011年国勢調査　〈暫定値〉）
民族：インド・アーリヤ族、ドラビダ族、モンゴロイド族 など
言語：連邦公用語はヒンディー語
宗教：ヒンドゥー教徒80.5％、イスラム教徒13.4％、キリスト教徒2.3％、シク教徒1.9％、仏教徒0.8％、ジャイナ教徒0.4％（2001年国勢調査）
主要産業：農業、工業、鉱業、IT産業
通貨：ルピー（INR）　1INR＝約 1.5 円（2012年10月現在）

インド
INDIA

DATAで見るインド
出典：外務省ホームページ、インド・ビジネス・センター資料、財務省貿易統計ほか

躍
動
の
国
イ
ン
ド

　
２
０
１
２
年
は
、
日
本
と
イ
ン
ド
に
と
っ

て
特
別
な
年
だ
。「
日
印
国
交
樹
立
60
周
年
」。

１
９
４
７
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
を
果
た

し
、
日
本
と
国
交
を
結
ん
だ
の
が
１
９
５
２

年
。
そ
れ
か
ら
60
年
―
。
日
本
と
イ
ン
ド
は
、

ア
ジ
ア
の
成
長
を
担
う
存
在
と
し
て
、
共
に

歩
み
を
進
め
て
き
た
。

　
イ
ン
ド
と
聞
く
と
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
抱
く
だ
ろ
う
か
。
色
鮮
や
か
な
サ
リ
ー
、

ス
パ
イ
ス
の
効
い
た
カ
レ
ー
、
神
秘
的
な
タ

ー
ジ
・
マ
ハ
ル
、Ｉ
Ｔ
産
業
…
。
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
、
そ
の
顔
は
多
種
多
様
。
一
方
で
、
日

本
か
ら
観
光
で
訪
れ
る
人
も
多
く
、〝
ア
ジ
ア
〞

の
一
員
と
し
て
、
身
近
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
ど
こ
か
、
イ
ン
ド
は
ア
ジ
ア
の
他

の
国
々
と
は
一
線
を
画
す
。
よ
く
耳
に
す
る

「
好
き
に
な
る
か
、嫌
い
に
な
る
か
ど
ち
ら
か
」

と
い
う
言
葉
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

イ
ン
ド
に
は
独
特
の
魅
力
、〝
味
〞
が
あ
る
の

だ
。

成
長
の
裏
側
で

直
面
す
る
課
題

日
本
の
強
み
を
生
か
し
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み

イ
ン
ド
の
多
様
性
と

成
長
の
可
能
性

特集
躍動の国インド

　
面
積
は
日
本
の
約
９
倍
、
約
３
３
０
万
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
北
部
と
南
部
、
州
に
よ

っ
て
、
言
葉
も
食
べ
物
も
、
気
候
も
ま
っ
た

く
違
う
。
さ
ら
に
、
12
億
人
と
い
う
民
主
主

義
国
と
し
て
は
世
界
最
大
の
人
口
を
抱
え
る
。

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
以
降
、
国
際
社
会
の

支
援
を
受
け
つ
つ
、
イ
ン
ド
政
府
自
ら
主
体

的
に
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
１
９
９
１
年
の
経
済
危
機
を
経
て
、
イ
ン

ド
政
府
が
取
り
組
ん
だ
の
は
大
規
模
な
経
済

改
革
。
規
制
緩
和
や
外
貨
の
導
入
な
ど
を
通

じ
て
、
経
済
自
由
化
政
策
を
推
進
し
た
。
そ

の
結
果
、
80
年
代
は
５
％
台
、
91
年
の
経
済

危
機
後
に
は
１
・
４
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ

経
済
成
長
率
が
、
90
年
代
後
半
に
は
６
％
台

に
上
昇
。
そ
の
後
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て

も
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

　「
イ
ン
ド
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
〝
人
〞。

こ
の
一
言
に
尽
き
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
株

式
会
社
イ
ン
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の

島
田
卓
代
表
取
締
役
社
長
。
銀
行
員
時
代
の

駐
在
を
機
に
イ
ン
ド
の
〝
可
能
性
〞
に
魅
せ

ら
れ
、
退
職
後
に
イ
ン
ド
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

特
化
し
た
同
社
を
設
立
。
そ
の
〝
市
場
〞
に

い
ち
早
く
目
を
付
け
、
日
本
企
業
の
進
出
を

サ
ポ
ー
ト
し
続
け
て
い
る
。「
世
界
的
な
企
業

の
代
表
者
を
見
て
も
イ
ン
ド
の
出
身
者
が

多
い
。
実
際
に
イ
ン
ド
の
人
た
ち
と
仕
事
を

し
て
み
て
も
、
彼
ら
は
非
常
に
優
秀
。
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
対
す
る
プ
ロ
意
識
は
、

並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
。
そ
ん

な
優
秀
な
人
材
に
支
え
ら
れ
、
２
０
１
２
年

の
経
済
成
長
率
は
６
％
前
後
に
な
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。

約
12
億
人
―
。

世
界
第
２
位
の
人
口
を
擁
す
る
イ
ン
ド
で
暮
ら
す
人
の
数
だ
。

そ
の
人
々
が
持
つ
パ
ワ
ー
に
後
押
し
さ
れ
、近
年
の
経
済
成
長
は
目
覚
ま
し
い
。

一
度
訪
れ
る
と
、誰
も
が
そ
の
不
思
議
な
魅
力
に
心
を
奪
わ
れ
る
国
イ
ン
ド
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ア
ジ
ア
の
発
展
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

イ
ン
ド
の
成
長
を
持
続
的
な
発
展
へ
と
導
く
べ
く
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
か
ら
人
材
育
成
ま
で
幅
広
い
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

　 

し
か
し
、
そ
の
輝
か
し
い
成
長
の
裏
側
で

は
、
イ
ン
ド
の
別
の
課
題
が
垣
間
見
え
る
。

都
市
部
で
慢
性
化
し
て
い
る
交
通
渋
滞
や
大

気
汚
染
、
今
年
の
夏
に
北
部
を
襲
っ
た
大
規

模
停
電
、
上
下
水
道
の
未
整
備
…
。
拡
大
す
る

人
口
と
経
済
成
長
に
、
人
々
の
生
活
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。「
投

資
先
と
し
て
イ
ン
ド
に
注
目
し
て
い
る
日
本
企

業
に
と
っ
て
も
、
イ
ン
フ
ラ
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
島
田
社
長
。
２
０
１
１
年
11
月

時
点
で
、
イ
ン
ド
に
進
出
し
て
い
る
日
本
企

業
は
８
１
２
社
１
４
２
２
拠
点
。
そ
の
数
は

約
４
年
で
２
倍
近
い
伸
び
を
見
せ
て
い
る
が
、

「
イ
ン
フ
ラ
が
整
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
進
出
の
可

能
性
は
あ
る
」
と
い
う
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、
イ
ン
ド
で
深
刻
化
し

て
い
る
の
が
若
者
の
雇
用
問
題
だ
。「
今
、
ま

さ
に
イ
ン
ド
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
〝
雇

用
を
生
む
力
〞
で
す
。
そ
れ
こ
そ
、
日
本
が

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
貢
献
で
き
る
部
分

で
す
」
と
島
田
社
長
は
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、

経
済
成
長
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

い
ま
だ
地
方
部
を
中
心
に
広
が
る
約
３
・
５

億
人
の
貧
困
層
。
今
の
成
長
を
国
全
体
の
着

実
な
発
展
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
貧
困

層
の
生
計
向
上
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　
長
い
歴
史
の
中
で
、
共
に
友
好
関
係
を
深

め
て
き
た
日
本
と
イ
ン
ド
。
近
年
は
特
に
、

ア
ジ
ア
の
成
長
を
け
ん
引
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
関
係
性
を
深
め
て

い
る
。
06
年
に
は「
日
印
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
結
び
、
ア
ジ
ア
の
み

な
ら
ず
、
国
際
的
な
課
題
解
決
に
も
共
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
で
合
意
。
２
０
１
１
年
12
月
に

は
、「
国
交
樹
立
60
周
年
を
迎
え
る
日
イ
ン

ド
戦
略
的
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
強
化
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
で
、
イ

ン
ド
の
発
展
を
ア
ジ
ア
の
持
続
的
な
成
長
に

つ
な
げ
る
べ
く
、
日
本
政
府
は
イ
ン
ド
国
内

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
中
心
と
し
た
支
援
の
強

化
を
表
明
し
て
い
る
。

　
今
、
イ
ン
ド
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
目
指
す
の
は
、

イ
ン
ド
政
府
が
開
発
戦
略
と
し
て
掲
げ
る
①

「Faster Grow
th

」（
経
済
成
長
の
持
続
的
発

展
）
と
②「Inclusive Grow

th

」（
格
差
・
不

均
衡
の
是
正
）の
両
立
に
向
け
た
支
援
。
①
に

対
し
て
は
、
円
借
款
を
主
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
交
通
な
ど
の
経
済
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
、
②
に
対
し
て
は
、
農
村
部
の
生
計

向
上
や
基
礎
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に

地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
対
策
の

一
環
と
し
て
、
水
質
・
水
資
源
の
管
理
、
森

林
保
全
な
ど
も
積
極
的
に
推
進
。
最
近
で
は
、

日
本
国
内
の
大
学
や
自
治
体
と
も
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
協
力
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
幅
を
広

げ
て
い
る
。

　
今
ま
さ
に
、
変
化
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る

躍
動
の
国
イ
ン
ド
。
そ
の
さ
ら
な
る
発
展
は
、

日
本
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
を
迎
え
て
い
る
。

編集協力：島田 卓　
　　　　　株式会社インド・ビジネス・センター代表取締役社長
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※日本企業が出資し、日本人が駐在している企業

2008年1月　約438社

2011年11月　約812社（1,422拠点）
・ニューデリー（149）
・マハラーシュトラ州（218）
・タミルナドゥ州（286） ほか

円借款

無償資金協力
（2010年度実績）

2億円
（ポリオワクチン供与、病院建設など）

技術協力
（2010年度実績）

17億円
（製造業経営幹部育成、高速道路開発、
 下水道維持管理など）

青年海外協力隊
（2012年10月現在）

11人
（日本語教師）

5件
（農村開発、女性自立支援など）

インドの経済成長率と対日本輸出入額

44%

23%

21%

8%

3% 1%

日本企業の進出数※

JICAの支援

草の根技術協力事業
（2012年10月現在）

■ 運輸

■ 電力

■ 上下水道・衛生

■ 植林・森林保全

■ 農村開発・かんがい

■ その他

約4年で
2倍近くに

INDIA

●自然災害の減災と復旧のための
　情報ネットワーク構築に関する研究

●ハリヤナ州送変電網整備事業

●学際的研究交流を通じた
　インド工科大学ハイデラバード校
　キャンパスデザイン支援プロジェクト

●インド工科大学ハイデラバード校
　日印産学研究ネットワーク構築支援プロジェクト

ハイデラバード

ニューデリー

チェンナイ

●オリッサ州森林セクター開発事業
ムンバイ

▶8ページ

●チェンナイ地下鉄建設事業

▶12ページ

●マハラーシュトラ州プネー県における
　農村地域住民のエンパワーメント強化と
　女性の地位向上事業
 （NPO法人ICA文化事業協会）

▶16ページ

▶16ページ

C H I N A

NEPAL

PAKISTAN

AFGHANISTAN

BHUTAN

BANGLADESH

MYANMAR

ORISSA

HARYANA

●多角的資源活用農法（DIFS）を通した
　農地利用と集水地域保全普及－
　発展型地域住民主導マイクロウォーター
　シェッド・マネージメント（認定NPO法人ソムニード）

マハラーシュトラ州

●北インドの農村栄養と母子保健改善プロジェクト
 （NPO法人アーシャ＝アジアの農民と歩む会）

▶16ページ

▶8ページ

▶14ページ

オリッサ州

ANDHRA PRADESH

MAHARASHTRA

SRI  LANKA

アーンドラ・プラデシュ州

スリカクラム県

ウッタル・プラデシュ州

アラハバード県

UTTAR 
PRADESH

ハリヤナ州

約1.7
兆円

2000年以降承諾累計：約1.7兆円

2011年度実績：2,669億円（承諾）
　　　　　　　 1,392億円（貸付実行）

プネー県

インドで注目！ JICAの取り組み
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首都：ニューデリー
面積：328 万 7,263km2（インド政府資料：パキスタン、中国との係争地を含む）
人口：12 億 1,000 万人（2011年国勢調査　〈暫定値〉）
民族：インド・アーリヤ族、ドラビダ族、モンゴロイド族 など
言語：連邦公用語はヒンディー語
宗教：ヒンドゥー教徒80.5％、イスラム教徒13.4％、キリスト教徒2.3％、シク教徒1.9％、仏教徒0.8％、ジャイナ教徒0.4％（2001年国勢調査）
主要産業：農業、工業、鉱業、IT産業
通貨：ルピー（INR）　1INR＝約 1.5 円（2012年10月現在）

インド
INDIA

DATAで見るインド
出典：外務省ホームページ、インド・ビジネス・センター資料、財務省貿易統計ほか

躍
動
の
国
イ
ン
ド

　
２
０
１
２
年
は
、
日
本
と
イ
ン
ド
に
と
っ

て
特
別
な
年
だ
。「
日
印
国
交
樹
立
60
周
年
」。

１
９
４
７
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
を
果
た

し
、
日
本
と
国
交
を
結
ん
だ
の
が
１
９
５
２

年
。
そ
れ
か
ら
60
年
―
。
日
本
と
イ
ン
ド
は
、

ア
ジ
ア
の
成
長
を
担
う
存
在
と
し
て
、
共
に

歩
み
を
進
め
て
き
た
。

　
イ
ン
ド
と
聞
く
と
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
抱
く
だ
ろ
う
か
。
色
鮮
や
か
な
サ
リ
ー
、

ス
パ
イ
ス
の
効
い
た
カ
レ
ー
、
神
秘
的
な
タ

ー
ジ
・
マ
ハ
ル
、Ｉ
Ｔ
産
業
…
。
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
、
そ
の
顔
は
多
種
多
様
。
一
方
で
、
日

本
か
ら
観
光
で
訪
れ
る
人
も
多
く
、〝
ア
ジ
ア
〞

の
一
員
と
し
て
、
身
近
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
ど
こ
か
、
イ
ン
ド
は
ア
ジ
ア
の
他

の
国
々
と
は
一
線
を
画
す
。
よ
く
耳
に
す
る

「
好
き
に
な
る
か
、嫌
い
に
な
る
か
ど
ち
ら
か
」

と
い
う
言
葉
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

イ
ン
ド
に
は
独
特
の
魅
力
、〝
味
〞
が
あ
る
の

だ
。

成
長
の
裏
側
で

直
面
す
る
課
題

日
本
の
強
み
を
生
か
し
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み

イ
ン
ド
の
多
様
性
と

成
長
の
可
能
性

特集
躍動の国インド

　
面
積
は
日
本
の
約
９
倍
、
約
３
３
０
万
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
北
部
と
南
部
、
州
に
よ

っ
て
、
言
葉
も
食
べ
物
も
、
気
候
も
ま
っ
た

く
違
う
。
さ
ら
に
、
12
億
人
と
い
う
民
主
主

義
国
と
し
て
は
世
界
最
大
の
人
口
を
抱
え
る
。

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
以
降
、
国
際
社
会
の

支
援
を
受
け
つ
つ
、
イ
ン
ド
政
府
自
ら
主
体

的
に
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
１
９
９
１
年
の
経
済
危
機
を
経
て
、
イ
ン

ド
政
府
が
取
り
組
ん
だ
の
は
大
規
模
な
経
済

改
革
。
規
制
緩
和
や
外
貨
の
導
入
な
ど
を
通

じ
て
、
経
済
自
由
化
政
策
を
推
進
し
た
。
そ

の
結
果
、
80
年
代
は
５
％
台
、
91
年
の
経
済

危
機
後
に
は
１
・
４
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ

経
済
成
長
率
が
、
90
年
代
後
半
に
は
６
％
台

に
上
昇
。
そ
の
後
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て

も
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

　「
イ
ン
ド
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
〝
人
〞。

こ
の
一
言
に
尽
き
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
株

式
会
社
イ
ン
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の

島
田
卓
代
表
取
締
役
社
長
。
銀
行
員
時
代
の

駐
在
を
機
に
イ
ン
ド
の
〝
可
能
性
〞
に
魅
せ

ら
れ
、
退
職
後
に
イ
ン
ド
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

特
化
し
た
同
社
を
設
立
。
そ
の
〝
市
場
〞
に

い
ち
早
く
目
を
付
け
、
日
本
企
業
の
進
出
を

サ
ポ
ー
ト
し
続
け
て
い
る
。「
世
界
的
な
企
業

の
代
表
者
を
見
て
も
イ
ン
ド
の
出
身
者
が

多
い
。
実
際
に
イ
ン
ド
の
人
た
ち
と
仕
事
を

し
て
み
て
も
、
彼
ら
は
非
常
に
優
秀
。
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
対
す
る
プ
ロ
意
識
は
、

並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
。
そ
ん

な
優
秀
な
人
材
に
支
え
ら
れ
、
２
０
１
２
年

の
経
済
成
長
率
は
６
％
前
後
に
な
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。

約
12
億
人
―
。

世
界
第
２
位
の
人
口
を
擁
す
る
イ
ン
ド
で
暮
ら
す
人
の
数
だ
。

そ
の
人
々
が
持
つ
パ
ワ
ー
に
後
押
し
さ
れ
、近
年
の
経
済
成
長
は
目
覚
ま
し
い
。

一
度
訪
れ
る
と
、誰
も
が
そ
の
不
思
議
な
魅
力
に
心
を
奪
わ
れ
る
国
イ
ン
ド
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ア
ジ
ア
の
発
展
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

イ
ン
ド
の
成
長
を
持
続
的
な
発
展
へ
と
導
く
べ
く
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
か
ら
人
材
育
成
ま
で
幅
広
い
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

　 

し
か
し
、
そ
の
輝
か
し
い
成
長
の
裏
側
で

は
、
イ
ン
ド
の
別
の
課
題
が
垣
間
見
え
る
。

都
市
部
で
慢
性
化
し
て
い
る
交
通
渋
滞
や
大

気
汚
染
、
今
年
の
夏
に
北
部
を
襲
っ
た
大
規

模
停
電
、
上
下
水
道
の
未
整
備
…
。
拡
大
す
る

人
口
と
経
済
成
長
に
、
人
々
の
生
活
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。「
投

資
先
と
し
て
イ
ン
ド
に
注
目
し
て
い
る
日
本
企

業
に
と
っ
て
も
、
イ
ン
フ
ラ
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
島
田
社
長
。
２
０
１
１
年
11
月

時
点
で
、
イ
ン
ド
に
進
出
し
て
い
る
日
本
企

業
は
８
１
２
社
１
４
２
２
拠
点
。
そ
の
数
は

約
４
年
で
２
倍
近
い
伸
び
を
見
せ
て
い
る
が
、

「
イ
ン
フ
ラ
が
整
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
進
出
の
可

能
性
は
あ
る
」
と
い
う
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、
イ
ン
ド
で
深
刻
化
し

て
い
る
の
が
若
者
の
雇
用
問
題
だ
。「
今
、
ま

さ
に
イ
ン
ド
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
〝
雇

用
を
生
む
力
〞
で
す
。
そ
れ
こ
そ
、
日
本
が

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
貢
献
で
き
る
部
分

で
す
」
と
島
田
社
長
は
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、

経
済
成
長
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

い
ま
だ
地
方
部
を
中
心
に
広
が
る
約
３
・
５

億
人
の
貧
困
層
。
今
の
成
長
を
国
全
体
の
着

実
な
発
展
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
貧
困

層
の
生
計
向
上
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　
長
い
歴
史
の
中
で
、
共
に
友
好
関
係
を
深

め
て
き
た
日
本
と
イ
ン
ド
。
近
年
は
特
に
、

ア
ジ
ア
の
成
長
を
け
ん
引
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
関
係
性
を
深
め
て

い
る
。
06
年
に
は「
日
印
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
結
び
、
ア
ジ
ア
の
み

な
ら
ず
、
国
際
的
な
課
題
解
決
に
も
共
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
で
合
意
。
２
０
１
１
年
12
月
に

は
、「
国
交
樹
立
60
周
年
を
迎
え
る
日
イ
ン

ド
戦
略
的
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
強
化
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
で
、
イ

ン
ド
の
発
展
を
ア
ジ
ア
の
持
続
的
な
成
長
に

つ
な
げ
る
べ
く
、
日
本
政
府
は
イ
ン
ド
国
内

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
中
心
と
し
た
支
援
の
強

化
を
表
明
し
て
い
る
。

　
今
、
イ
ン
ド
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
目
指
す
の
は
、

イ
ン
ド
政
府
が
開
発
戦
略
と
し
て
掲
げ
る
①

「Faster Grow
th

」（
経
済
成
長
の
持
続
的
発

展
）
と
②「Inclusive Grow

th

」（
格
差
・
不

均
衡
の
是
正
）の
両
立
に
向
け
た
支
援
。
①
に

対
し
て
は
、
円
借
款
を
主
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
交
通
な
ど
の
経
済
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
、
②
に
対
し
て
は
、
農
村
部
の
生
計

向
上
や
基
礎
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に

地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
対
策
の

一
環
と
し
て
、
水
質
・
水
資
源
の
管
理
、
森

林
保
全
な
ど
も
積
極
的
に
推
進
。
最
近
で
は
、

日
本
国
内
の
大
学
や
自
治
体
と
も
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
協
力
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
幅
を
広

げ
て
い
る
。

　
今
ま
さ
に
、
変
化
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る

躍
動
の
国
イ
ン
ド
。
そ
の
さ
ら
な
る
発
展
は
、

日
本
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
を
迎
え
て
い
る
。

編集協力：島田 卓　
　　　　　株式会社インド・ビジネス・センター代表取締役社長

特
集

photos by Osamu Funao

0

2

6

4

8

12
（%） （百億円）

10

0

（年）

20

60

40

80

100

1990 1995 2000 2005 2011

120

※日本企業が出資し、日本人が駐在している企業

2008年1月　約438社

2011年11月　約812社（1,422拠点）
・ニューデリー（149）
・マハラーシュトラ州（218）
・タミルナドゥ州（286） ほか

円借款

無償資金協力
（2010年度実績）

2億円
（ポリオワクチン供与、病院建設など）

技術協力
（2010年度実績）

17億円
（製造業経営幹部育成、高速道路開発、
 下水道維持管理など）

青年海外協力隊
（2012年10月現在）

11人
（日本語教師）

5件
（農村開発、女性自立支援など）

インドの経済成長率と対日本輸出入額

44%

23%

21%

8%

3% 1%

日本企業の進出数※

JICAの支援

草の根技術協力事業
（2012年10月現在）

■ 運輸

■ 電力

■ 上下水道・衛生

■ 植林・森林保全

■ 農村開発・かんがい

■ その他

約4年で
2倍近くに

INDIA

●自然災害の減災と復旧のための
　情報ネットワーク構築に関する研究

●ハリヤナ州送変電網整備事業

●学際的研究交流を通じた
　インド工科大学ハイデラバード校
　キャンパスデザイン支援プロジェクト

●インド工科大学ハイデラバード校
　日印産学研究ネットワーク構築支援プロジェクト

ハイデラバード

ニューデリー

チェンナイ

●オリッサ州森林セクター開発事業
ムンバイ

▶8ページ

●チェンナイ地下鉄建設事業

▶12ページ

●マハラーシュトラ州プネー県における
　農村地域住民のエンパワーメント強化と
　女性の地位向上事業
 （NPO法人ICA文化事業協会）

▶16ページ

▶16ページ

C H I N A

NEPAL

PAKISTAN

AFGHANISTAN

BHUTAN

BANGLADESH

MYANMAR

ORISSA

HARYANA

●多角的資源活用農法（DIFS）を通した
　農地利用と集水地域保全普及－
　発展型地域住民主導マイクロウォーター
　シェッド・マネージメント（認定NPO法人ソムニード）

マハラーシュトラ州

●北インドの農村栄養と母子保健改善プロジェクト
 （NPO法人アーシャ＝アジアの農民と歩む会）

▶16ページ

▶8ページ

▶14ページ

オリッサ州

ANDHRA PRADESH

MAHARASHTRA
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静
寂
と
け
ん
騒
が
同
居
す
る
都
市
、

イ
ン
ド
の
首
都
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
。
市
内

を
歩
く
と
、
旧
市
街
に
は
ム
ガ
ル
帝
国

時
代
の
城
跡
や
モ
ス
ク
が
た
た
ず
み
、

新
市
街
に
は
イ
ギ
リ
ス
統
治
時
代
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
風
の
建
物
が
残
っ
て
い
る
。

長
い
歴
史
を
紡
い
で
き
た
イ
ン
ド
の
さ

ま
ざ
ま
な
顔
が
垣
間
見
え
る
。

　
し
か
し
、
人
々
は
口
ぐ
ち
に
こ
う
言

う
。

　「
10
年
前
と
比
べ
る
と
、
こ
の
街
も

変
わ
っ
た
よ
」

　
新
市
街
に
は
高
層
ビ
ル
や
高
級
ホ
テ

ル
が
立
ち
並
び
、
近
代
的
な
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
も
あ
る
。Ｉ
Ｔ
産
業
を
は

じ
め
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
業
務

を
請
け
負
う
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
産
業

な
ど
が
軌
道
に
乗
り
、
イ
ン
ド
は
こ
れ

か
ら
の
世
界
経
済
を
リ
ー
ド
す
る
国
へ

と
変
ぼ
う
を
遂
げ
て
い
る
。

　
し
か
し
今
年
７
月
末
、
そ
の
成
長
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
出
来
事
が
起

こ
っ
た
。
イ
ン
ド
北
部
を
中
心
に
大
停

電
が
発
生
し
た
の
だ
。
電
車
な
ど
の
交

通
機
関
は
運
休
し
、給
水
設
備
も
停
止
。

人
口
の
半
分
、
約
６
億
人
も
の
生
活
に

支
障
が
出
た
。
世
界
で
こ
れ
ま
で
起
こ

っ
た
停
電
の
中
で
も
最
大
規
模
だ
。
そ

の
原
因
は
、
需
要
を
賄
う
だ
け
の
発
電

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
も
、
送

配
電
網
の
整
備
が
十
分
に
行
き
届
い
て

い
な
か
っ
た
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。

　
イ
ン
ド
で
は
、
急
激
な
経
済
発
展
に

伴
っ
て
電
力
需
要
が
高
ま
り
、
慢
性
的

に
供
給
が
不
足
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

発
電
所
や
送
配
電
網
と
い
っ
た
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の

だ
。
こ
れ
は
電
力
に
限
ら
ず
、
交
通
や

水
道
な
ど
、
す
べ
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
共
通
し
た
課
題
だ
。

　
イ
ン
ド
の
成
長
を
持
続
的
な
発
展
に

つ
な
げ
る
に
は
、
人
々
の
生
活
、
そ
し

て
産
業
発
展
の
下
地
と
な
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
必
要
不
可
欠
。
そ
れ
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
が
円
借
款
を
通
じ
て
支
援
し
て
い

る
。

地下鉄の建設着工を祝うイベントに参加するラジャラマン
総裁（左から３人目）

首都の市民の足として
定着したデリーメトロ。
JICAの支援でチェンナ
イなどの都市でも建設が
進む（撮影：船尾修）

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
現
場
を
見
に
、
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら
車
で
１
時
間
ほ
ど
走

る
と
、
近
代
的
な
高
層
ビ
ル
群
が
見
え

て
き
た
。
外
資
系
企
業
が
集
ま
る
新
興

都
市
、
グ
ル
ガ
オ
ン
だ
。

　
グ
ル
ガ
オ
ン
の
あ
る
ハ
リ
ヤ
ナ
州
は
、

首
都
に
隣
接
し
て
い
る
と
い
う
立
地
の

良
さ
か
ら
、
ス
ズ
キ
な
ど
の
日
本
企
業

も
多
く
進
出
。
近
年
は
特
に
Ｉ
Ｔ
系
企

業
が
急
増
し
、
さ
ら
な
る
電
力
需
要
の

伸
び
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
発
電
所
や

送
配
電
網
を
増
強
し
、
電
力
の
安
定
供

給
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
。

　
電
力
が
企
業
や
家
庭
に
届
け
ら
れ
る

ま
で
の
過
程
は
、
３
つ
の
段
階
に
分
け

ら
れ
る
。
電
力
を
生
み
出
す
「
発
電
」、

そ
の
電
力
を
配
電
用
変
電
所
ま
で
運
ぶ

「
送
電
」、
そ
し
て
家
庭
や
工
場
ま
で
電

気
を
配
る
「
配
電
」
だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ハ

リ
ヤ
ナ
州
で
支
援
し
て
い
る
の
は
こ
の

「
送
電
」
の
部
分
だ
。

　
同
州
で
は
電
力
供
給
量
の
増
加
に
対

し
て
既
存
の
送
電
網
で
は
容
量
が
足
り

ず
、
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
し

か
も
、
設
備
の
老
朽
化
や
盗
電
な
ど
に

よ
り
、
発
電
所
で
つ
く
ら
れ
た
電
力
の

う
ち
送
配
電
の
過
程
で
約
20
％
が
失
わ

れ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
電
力
を
無
駄
な

く
各
地
に
送
れ
る
よ
う
、
２
０
０
８
年

か
ら
「
ハ
リ
ヤ
ナ
州
送
変
電
網
整
備

事
業
」
を
通
じ
て
、
17
の
変
電
所
と

電
気
の
損
失
を
減
ら
す
高
圧
送
電
線
の

建
設
を
円
借
款
で
支
援
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
、「
グ
ル
ガ
オ
ン
市
第
72
地

区
変
電
所
」
を
訪
れ
た
。
変
電
機
や
送

電
線
の
向
こ
う
側
に
建
設
中
の
高
層
ビ

ル
が
見
え
、
今
ま
さ
に
変
化
し
続
け
て

い
る
地
域
だ
と
分
か
る
。「
グ
ル
ガ
オ

ン
に
供
給
さ
れ
る
電
力
の
80
％
は
、
こ

の
変
電
所
か
ら
運
ば
れ
て
い
ま
す
。
グ

ル
ガ
オ
ン
の
電
力
供
給
の
要
と
な
る
場

所
で
す
」
と
ハ
リ
ヤ
ナ
州
送
電
公
社
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ク
ル
ビ
ル
・
シ
ン
さ
ん

が
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
一
方
で
、
グ
ル
ガ
オ
ン
郊
外
に
足
を

延
ば
す
と
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
で
建

て
ら
れ
た
「
マ
ウ
変
電
所
」
が
あ
る
。

最
近
に
な
っ
て
工
業
地
域
や
商
業
施
設

が
増
え
て
き
た
ハ
リ
ヤ
ナ
州
だ
が
、
ま

だ
そ
の
大
部
分
は
農
業
地
帯
。
農
業
に

お
い
て
も
、
地
下
水
を
く
み
あ
げ
る
ポ

ン
プ
の
動
力
な
ど
と
し
て
、
電
力
は
欠

か
せ
な
い
。
ハ
リ
ヤ
ナ
州
送
電
公
社
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
、
サ
ン
ジ
ャ
イ
・
ヤ
ダ
フ
さ

ん
は
、「
送
電
網
の
整
備
は
、
工
業
、
商

業
、
農
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ

ー
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
す
」と
話
す
。

安
定
し
た
電
力
供
給
は
す
べ
て
の
人
々

の
生
活
へ
と
直
結
し
て
い
る
の
だ
。

　
大
停
電
を
経
験
し
、
送
電
網
の
整
備

の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
イ
ン
ド
。

今
後
も
増
え
続
け
る
電
力
需
要
に
応

え
、
人
々
に
安
定
的
に
電
力
を
届
け
る

た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
は
続
け
ら
れ

て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら
飛
行
機
で
南
へ

約
３
時
間
、
タ
ミ
ル
ナ
ド
ゥ
州
の
州
都

チ
ェ
ン
ナ
イ
は
、
人
口
約
８
０
０
万
人

の
大
都
市
。
日
産
や
東
芝
な
ど
日
本
企

業
も
拠
点
を
構
え
、
イ
ン
ド
南
部
か
ら

仕
事
を
求
め
て
多
く
の
人
が
集
ま
る
。

　
空
港
か
ら
市
内
中
心
部
に
向
か
っ
て

い
く
と
、
工
事
中
の
高
架
を
支
え
る
柱

が
並
ん
で
い
る
。
高
速
道
路
か
と
思
っ

た
が
、
現
在
、
円
借
款
で
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
る
チ
ェ
ン
ナ
イ
メ
ト
ロ
だ
と

い
う
。
メ
ト
ロ
と
い
っ
て
も
路
線
の
半

分
が
地
下
、
半
分
が
高
架
を
走
る
。
す

べ
て
の
路
線
が
完
成
す
れ
ば
、
空
港
か

ら
市
街
地
ま
で
も
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

　
イ
ン
ド
で
は
、
首
都
を
は
じ
め
、
コ

ル
カ
タ
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
大

都
市
で
地
下
鉄
建
設
が
相
次
い
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

深
刻
な
交
通
渋
滞
と
大
気
汚
染
だ
。
急

激
に
人
口
が
増
加
し
た
都
市
で
は
、
経

済
発
展
に
伴
っ
て
中
間
層
が
拡
大
し
、

車
の
台
数
も
急
増
し
て
い
る
が
、
道
路

は
従
来
の
ま
ま
。
車
も
バ
イ
ク
も
オ
ー

ト
リ
キ
シ
ャ（
三
輪
タ
ク
シ
ー
）
も
、
我

先
に
と
道
路
を
埋
め
尽
し
、
ラ
ッ
シ
ュ

時
に
は
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
、
02
年
か
ら
運
行
し
て
い

る
の
が
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
。
冷
房
が
完
備

さ
れ
、
時
間
に
正
確
。
し
か
も
バ
ス
や

車
と
比
べ
て
二
酸
化
炭
素
発
生
量
が
少

な
い
た
め
環
境
に
も
優
し
い
。
開
通
か

ら
10
年
経
っ
た
今
、
１
日
２
０
０
万
人

が
利
用
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　「
バ
ス
に
乗
る
と
、
必
ず
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た

け
れ
ど
、
メ
ト
ロ
が
で
き
て
効
率
的
に

移
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
市
民

は
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
。
そ
ん
な
デ
リ

ー
メ
ト
ロ
の
成
功
が
評
価
さ
れ
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
イ
ン
ド
政
府
か
ら
の
要
請
を

受
け
て
新
た
に
３
つ
の
都
市
で

支
援
を
続
け
て
い
る
。

　
チ
ェ
ン
ナ
イ
で
は
、
１

９
８
０
年
に
54
％
だ
っ
た

公
共
交
通
機
関
の
利
用
率

が
、
08
年
は
29
％
に
ま
で
低

下
。
地
元
の
人
々
の
主
な
移
動

手
段
は
自
家
用
車
だ
。「
チ
ェ
ン

ナ
イ
地
下
鉄
建
設
事
業
」
を
実
施

す
る
チ
ェ
ン
ナ
イ
交
通
公
社
の
カ
リ

ャ
ナ
ラ
マ
ン
・
ラ
ジ
ャ
ラ
マ
ン
総
裁

は
こ
う
分
析
す
る
。「
チ
ェ
ン
ナ
イ
の

主
要
な
交
通
手
段
に
は
、
バ
ス
、
長
距

離
列
車
、
オ
ー
ト
リ
キ
シ
ャ
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
れ
も
使
い
勝
手
が
良
く
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
自
宅
か
ら
最
寄
り

の
バ
ス
停
ま
で
20
分
歩
い
て
バ
ス
に
乗

り
、
会
社
近
く
の
バ
ス
停
か
ら
ま
た
20

分
歩
く
。
そ
れ
な
ら
車
の
ほ
う
が
便
利

で
す
よ
ね
」。

　
チ
ェ
ン
ナ
イ
メ
ト
ロ
は
、
市
内
を
取

り
囲
む
45
キ
ロ
の
路
線
を
建
設
す
る
。

そ
の
中
で
、
郊
外
行
き
の
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
そ
ば
に
メ
ト
ロ
の
駅
を
つ
く
る

な
ど
、
バ
ス
か
ら
メ
ト
ロ
へ
、
メ
ト
ロ

か
ら
バ
ス
へ
と
人
の
動
き
を
結
ぶ
〝
連

結
性
〞
を
重
視
し
た
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　
市
内
中
心
部
に
位
置
す
る
ネ
ル
ー
パ

ー
ク
駅
の
建
設
地
を
訪
れ
る
と
、
ま
さ

に
地
下
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
工
事
の
最
中

だ
っ
た
。
現
場
責
任
者
の
ラ
ム
・
ゴ
パ

ル
・
サ
イ
ニ
さ
ん
は
、「
工
事
を
進
め

る
上
で
一
番
気
を
付
け
て
い
る
の
は
現

場
の
安
全
管
理
で
す
。ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
安

全
靴
の
着
用
は
も
ち
ろ
ん
、
ト
ン
ネ
ル

の
工
事
現
場
に
入
る
際
に
は
Ｉ
Ｄ
カ
ー

ド
を
預
け
て
人
の
出
入
り
を
把
握
す
る

仕
組
み
を
作
る
な
ど
、
管
理
を
徹
底
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
。
２
０
１
５
年
の

開
通
を
目
指
し
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が

進
ん
で
い
る
。

　
チ
ェ
ン
ナ
イ
メ
ト
ロ
が
目
指
す
の

は
、快
適
に
、
速
く
、
時
間
通
り
に
人
々

を
運
ぶ
公
共
交
通
機
関
。「
東
京
を
訪

れ
た
時
、
主
要
な
場
所
が
す
べ
て
メ
ト

ロ
で
つ
な
が
れ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。

チ
ェ
ン
ナ
イ
メ
ト
ロ
が
完
成
す
れ
ば
、

人
々
の
流
れ
も
暮
ら
し
も
確
実
に
変
わ

る
で
し
ょ
う
。
将
来
的
に
は
郊
外
の
新

興
住
宅
街
と
市
内
を
結
び
た
い
」
と
ラ

ジ
ャ
ラ
マ
ン
総
裁
。「
よ
り
住
み
や
す

い
都
市
づ
く
り
を
実
現
す
る
上
で
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
存
在
が
大
き
な
支
え
と
な
っ

て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
は
、
地
下

鉄
に
携
わ
る
人
づ
く
り
に
も
広
が
っ
て

い
る
。「
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
の
成
功
に
よ

り
、
イ
ン
ド
側
の
関
係
者
は
地
下
鉄
建

設
に
自
信
を
付
け
て
い
ま
す
。し
か
し
、

安
全
管
理
や
営
業
開
始
後
の
運
行
・
維

持
管
理
体
制
、
車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
、
ま
だ
日
本
の
知
見
を
生
か
せ
る

分
野
は
多
い
」
と
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ン
ド

事
務
所
の
佐
野
悠
一
郎
職
員
は
話
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
そ
う
し
た
日
本
の
強
み

を
生
か
し
た
研
修
を
日
本
と
現
地
で
実

施
す
る
な
ど
、
人
材
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
は
鉄
道
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
需
要
が
高
い
。
つ

イ
ン
ド
の
発
展
を

支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

安
定
し
た
電
力
を

人
々
の
も
と
へ

地
下
鉄
建
設
で

暮
ら
し
や
す
い
都
市
づ
く
り

日
本
企
業
に
も

チ
ャ
ン
ス
と
な
る
イ
ン
ド

高架部分の建設が進む
チェンナイメトロ。市内
の交通渋滞の解消を目
指す

特集
躍動の国インド

交通渋滞はインドの大都市が抱える課
題。公共交通機関の整備が急がれている
（撮影：船尾修）

ま
り
、
日
本
企
業
が
進
出
し
活
躍
で
き

る
市
場
と
し
て
の
可
能
性
に
満
ち
て
い

る
。

　
し
か
し
、「
チ
ェ
ン
ナ
イ
地
下
鉄
建

設
事
業
」
に
参
加
し
て
い
る
日
本
企
業

の
一
つ
、
日
本
信
号
株
式
会
社
国
際
事

業
部
の
大
島
秀
夫
さ
ん
は
、
イ
ン
ド
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
難
し
さ
を
こ
う
語
る
。

「
日
本
信
号
が
担
当
し
て
い
る
の
は
、

自
動
運
賃
回
収
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

す
。
日
本
で
普
及
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

の
処
理
ス
ピ
ー
ド
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

は
世
界
最
高
レ
ベ
ル
で
す
が
、
そ
の
ま

ま
で
は
価
格
が
高
く
、
採
用
し
て
も
ら

え
ま
せ
ん
で
し
た
」。
イ
ン
ド
は
価
格

重
視
の
国
。〝
良
い
も
の
な
ら
売
れ
る
〞

と
い
う
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
通
用
し

な
い
の
だ
。

　
そ
こ
で
日
本
信
号
は
、
徹
底
的
に
コ

ス
ト
削
減
を
図
る
べ
く
、
質
を
保
ち
つ

つ
も
処
理
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
な
ど

〝
イ
ン
ド
仕
様
〞
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し

た
。「
イ
ン
ド
側
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

論
理
的
に
仕
事
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
正
直
大
変
な
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
や
は
り
イ
ン
ド
は
日
本
に
と
っ

て
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
日
本
企
業
に

は
重
要
な
存
在
で
す
」
と
大
島
さ
ん
は

話
す
。

　
今
、
そ
の
成
長
の
姿
が
世
界
中
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
る
イ
ン
ド
。
こ
の
国

の
成
長
が
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
る

よ
う
に
|
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
国
と
人
を
支

え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
こ
れ
か
ら
も
支

援
し
て
い
く
。

国
を
支
え
、生
活
を
変
え
る

経
済
成
長
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
イ
ン
ド
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
国
づ
く
り
の
基
盤
を
支
え
る
べ
く
、

公
共
交
通
機
関
や
電
力
施
設
の
建
設
を
支
援
し
て
い
る
。

９
月
下
旬
、
発
展
と
変
化
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
イ
ン
ド
へ
と
飛
ん
だ
。

チェンナイメトロの駅構内の完成イメージ図。誰にとっても使いやすいバリア
フリーの駅を目指す地下の駅となるネルーパークの工事現場。安全管理を促すポスターを張ることで、作業員の意識も高まってきた

IT企業が集まる新興都市グルガオン。デリー市街地へのアクセスも
良いことから日本企業も多く進出している （撮影：船尾修）

グルガオンへの電力供給
を担う「グルガオン市第
72地区変電所」。ハリヤ
ナ州送電公社のエンジニ
アたちが定期的に維持
管理を行っている
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静
寂
と
け
ん
騒
が
同
居
す
る
都
市
、

イ
ン
ド
の
首
都
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
。
市
内

を
歩
く
と
、
旧
市
街
に
は
ム
ガ
ル
帝
国

時
代
の
城
跡
や
モ
ス
ク
が
た
た
ず
み
、

新
市
街
に
は
イ
ギ
リ
ス
統
治
時
代
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
風
の
建
物
が
残
っ
て
い
る
。

長
い
歴
史
を
紡
い
で
き
た
イ
ン
ド
の
さ

ま
ざ
ま
な
顔
が
垣
間
見
え
る
。

　
し
か
し
、
人
々
は
口
ぐ
ち
に
こ
う
言

う
。

　「
10
年
前
と
比
べ
る
と
、
こ
の
街
も

変
わ
っ
た
よ
」

　
新
市
街
に
は
高
層
ビ
ル
や
高
級
ホ
テ

ル
が
立
ち
並
び
、
近
代
的
な
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
も
あ
る
。Ｉ
Ｔ
産
業
を
は

じ
め
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
業
務

を
請
け
負
う
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
産
業

な
ど
が
軌
道
に
乗
り
、
イ
ン
ド
は
こ
れ

か
ら
の
世
界
経
済
を
リ
ー
ド
す
る
国
へ

と
変
ぼ
う
を
遂
げ
て
い
る
。

　
し
か
し
今
年
７
月
末
、
そ
の
成
長
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
出
来
事
が
起

こ
っ
た
。
イ
ン
ド
北
部
を
中
心
に
大
停

電
が
発
生
し
た
の
だ
。
電
車
な
ど
の
交

通
機
関
は
運
休
し
、給
水
設
備
も
停
止
。

人
口
の
半
分
、
約
６
億
人
も
の
生
活
に

支
障
が
出
た
。
世
界
で
こ
れ
ま
で
起
こ

っ
た
停
電
の
中
で
も
最
大
規
模
だ
。
そ

の
原
因
は
、
需
要
を
賄
う
だ
け
の
発
電

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
も
、
送

配
電
網
の
整
備
が
十
分
に
行
き
届
い
て

い
な
か
っ
た
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。

　
イ
ン
ド
で
は
、
急
激
な
経
済
発
展
に

伴
っ
て
電
力
需
要
が
高
ま
り
、
慢
性
的

に
供
給
が
不
足
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

発
電
所
や
送
配
電
網
と
い
っ
た
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の

だ
。
こ
れ
は
電
力
に
限
ら
ず
、
交
通
や

水
道
な
ど
、
す
べ
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
共
通
し
た
課
題
だ
。

　
イ
ン
ド
の
成
長
を
持
続
的
な
発
展
に

つ
な
げ
る
に
は
、
人
々
の
生
活
、
そ
し

て
産
業
発
展
の
下
地
と
な
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
必
要
不
可
欠
。
そ
れ
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
が
円
借
款
を
通
じ
て
支
援
し
て
い

る
。

地下鉄の建設着工を祝うイベントに参加するラジャラマン
総裁（左から３人目）

首都の市民の足として
定着したデリーメトロ。
JICAの支援でチェンナ
イなどの都市でも建設が
進む（撮影：船尾修）

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
現
場
を
見
に
、
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら
車
で
１
時
間
ほ
ど
走

る
と
、
近
代
的
な
高
層
ビ
ル
群
が
見
え

て
き
た
。
外
資
系
企
業
が
集
ま
る
新
興

都
市
、
グ
ル
ガ
オ
ン
だ
。

　
グ
ル
ガ
オ
ン
の
あ
る
ハ
リ
ヤ
ナ
州
は
、

首
都
に
隣
接
し
て
い
る
と
い
う
立
地
の

良
さ
か
ら
、
ス
ズ
キ
な
ど
の
日
本
企
業

も
多
く
進
出
。
近
年
は
特
に
Ｉ
Ｔ
系
企

業
が
急
増
し
、
さ
ら
な
る
電
力
需
要
の

伸
び
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
発
電
所
や

送
配
電
網
を
増
強
し
、
電
力
の
安
定
供

給
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
。

　
電
力
が
企
業
や
家
庭
に
届
け
ら
れ
る

ま
で
の
過
程
は
、
３
つ
の
段
階
に
分
け

ら
れ
る
。
電
力
を
生
み
出
す
「
発
電
」、

そ
の
電
力
を
配
電
用
変
電
所
ま
で
運
ぶ

「
送
電
」、
そ
し
て
家
庭
や
工
場
ま
で
電

気
を
配
る
「
配
電
」
だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ハ

リ
ヤ
ナ
州
で
支
援
し
て
い
る
の
は
こ
の

「
送
電
」
の
部
分
だ
。

　
同
州
で
は
電
力
供
給
量
の
増
加
に
対

し
て
既
存
の
送
電
網
で
は
容
量
が
足
り

ず
、
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
し

か
も
、
設
備
の
老
朽
化
や
盗
電
な
ど
に

よ
り
、
発
電
所
で
つ
く
ら
れ
た
電
力
の

う
ち
送
配
電
の
過
程
で
約
20
％
が
失
わ

れ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
電
力
を
無
駄
な

く
各
地
に
送
れ
る
よ
う
、
２
０
０
８
年

か
ら
「
ハ
リ
ヤ
ナ
州
送
変
電
網
整
備

事
業
」
を
通
じ
て
、
17
の
変
電
所
と

電
気
の
損
失
を
減
ら
す
高
圧
送
電
線
の

建
設
を
円
借
款
で
支
援
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
、「
グ
ル
ガ
オ
ン
市
第
72
地

区
変
電
所
」
を
訪
れ
た
。
変
電
機
や
送

電
線
の
向
こ
う
側
に
建
設
中
の
高
層
ビ

ル
が
見
え
、
今
ま
さ
に
変
化
し
続
け
て

い
る
地
域
だ
と
分
か
る
。「
グ
ル
ガ
オ

ン
に
供
給
さ
れ
る
電
力
の
80
％
は
、
こ

の
変
電
所
か
ら
運
ば
れ
て
い
ま
す
。
グ

ル
ガ
オ
ン
の
電
力
供
給
の
要
と
な
る
場

所
で
す
」
と
ハ
リ
ヤ
ナ
州
送
電
公
社
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ク
ル
ビ
ル
・
シ
ン
さ
ん

が
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
一
方
で
、
グ
ル
ガ
オ
ン
郊
外
に
足
を

延
ば
す
と
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
で
建

て
ら
れ
た
「
マ
ウ
変
電
所
」
が
あ
る
。

最
近
に
な
っ
て
工
業
地
域
や
商
業
施
設

が
増
え
て
き
た
ハ
リ
ヤ
ナ
州
だ
が
、
ま

だ
そ
の
大
部
分
は
農
業
地
帯
。
農
業
に

お
い
て
も
、
地
下
水
を
く
み
あ
げ
る
ポ

ン
プ
の
動
力
な
ど
と
し
て
、
電
力
は
欠

か
せ
な
い
。
ハ
リ
ヤ
ナ
州
送
電
公
社
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
、
サ
ン
ジ
ャ
イ
・
ヤ
ダ
フ
さ

ん
は
、「
送
電
網
の
整
備
は
、
工
業
、
商

業
、
農
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ

ー
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
す
」と
話
す
。

安
定
し
た
電
力
供
給
は
す
べ
て
の
人
々

の
生
活
へ
と
直
結
し
て
い
る
の
だ
。

　
大
停
電
を
経
験
し
、
送
電
網
の
整
備

の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
イ
ン
ド
。

今
後
も
増
え
続
け
る
電
力
需
要
に
応

え
、
人
々
に
安
定
的
に
電
力
を
届
け
る

た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
は
続
け
ら
れ

て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら
飛
行
機
で
南
へ

約
３
時
間
、
タ
ミ
ル
ナ
ド
ゥ
州
の
州
都

チ
ェ
ン
ナ
イ
は
、
人
口
約
８
０
０
万
人

の
大
都
市
。
日
産
や
東
芝
な
ど
日
本
企

業
も
拠
点
を
構
え
、
イ
ン
ド
南
部
か
ら

仕
事
を
求
め
て
多
く
の
人
が
集
ま
る
。

　
空
港
か
ら
市
内
中
心
部
に
向
か
っ
て

い
く
と
、
工
事
中
の
高
架
を
支
え
る
柱

が
並
ん
で
い
る
。
高
速
道
路
か
と
思
っ

た
が
、
現
在
、
円
借
款
で
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
る
チ
ェ
ン
ナ
イ
メ
ト
ロ
だ
と

い
う
。
メ
ト
ロ
と
い
っ
て
も
路
線
の
半

分
が
地
下
、
半
分
が
高
架
を
走
る
。
す

べ
て
の
路
線
が
完
成
す
れ
ば
、
空
港
か

ら
市
街
地
ま
で
も
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

　
イ
ン
ド
で
は
、
首
都
を
は
じ
め
、
コ

ル
カ
タ
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
大

都
市
で
地
下
鉄
建
設
が
相
次
い
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

深
刻
な
交
通
渋
滞
と
大
気
汚
染
だ
。
急

激
に
人
口
が
増
加
し
た
都
市
で
は
、
経

済
発
展
に
伴
っ
て
中
間
層
が
拡
大
し
、

車
の
台
数
も
急
増
し
て
い
る
が
、
道
路

は
従
来
の
ま
ま
。
車
も
バ
イ
ク
も
オ
ー

ト
リ
キ
シ
ャ（
三
輪
タ
ク
シ
ー
）
も
、
我

先
に
と
道
路
を
埋
め
尽
し
、
ラ
ッ
シ
ュ

時
に
は
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
、
02
年
か
ら
運
行
し
て
い

る
の
が
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
。
冷
房
が
完
備

さ
れ
、
時
間
に
正
確
。
し
か
も
バ
ス
や

車
と
比
べ
て
二
酸
化
炭
素
発
生
量
が
少

な
い
た
め
環
境
に
も
優
し
い
。
開
通
か

ら
10
年
経
っ
た
今
、
１
日
２
０
０
万
人

が
利
用
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　「
バ
ス
に
乗
る
と
、
必
ず
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た

け
れ
ど
、
メ
ト
ロ
が
で
き
て
効
率
的
に

移
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
市
民

は
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
。
そ
ん
な
デ
リ

ー
メ
ト
ロ
の
成
功
が
評
価
さ
れ
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
イ
ン
ド
政
府
か
ら
の
要
請
を

受
け
て
新
た
に
３
つ
の
都
市
で

支
援
を
続
け
て
い
る
。

　
チ
ェ
ン
ナ
イ
で
は
、
１

９
８
０
年
に
54
％
だ
っ
た

公
共
交
通
機
関
の
利
用
率

が
、
08
年
は
29
％
に
ま
で
低

下
。
地
元
の
人
々
の
主
な
移
動

手
段
は
自
家
用
車
だ
。「
チ
ェ
ン

ナ
イ
地
下
鉄
建
設
事
業
」
を
実
施

す
る
チ
ェ
ン
ナ
イ
交
通
公
社
の
カ
リ

ャ
ナ
ラ
マ
ン
・
ラ
ジ
ャ
ラ
マ
ン
総
裁

は
こ
う
分
析
す
る
。「
チ
ェ
ン
ナ
イ
の

主
要
な
交
通
手
段
に
は
、
バ
ス
、
長
距

離
列
車
、
オ
ー
ト
リ
キ
シ
ャ
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
れ
も
使
い
勝
手
が
良
く
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
自
宅
か
ら
最
寄
り

の
バ
ス
停
ま
で
20
分
歩
い
て
バ
ス
に
乗

り
、
会
社
近
く
の
バ
ス
停
か
ら
ま
た
20

分
歩
く
。
そ
れ
な
ら
車
の
ほ
う
が
便
利

で
す
よ
ね
」。

　
チ
ェ
ン
ナ
イ
メ
ト
ロ
は
、
市
内
を
取

り
囲
む
45
キ
ロ
の
路
線
を
建
設
す
る
。

そ
の
中
で
、
郊
外
行
き
の
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
そ
ば
に
メ
ト
ロ
の
駅
を
つ
く
る

な
ど
、
バ
ス
か
ら
メ
ト
ロ
へ
、
メ
ト
ロ

か
ら
バ
ス
へ
と
人
の
動
き
を
結
ぶ
〝
連

結
性
〞
を
重
視
し
た
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　
市
内
中
心
部
に
位
置
す
る
ネ
ル
ー
パ

ー
ク
駅
の
建
設
地
を
訪
れ
る
と
、
ま
さ

に
地
下
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
工
事
の
最
中

だ
っ
た
。
現
場
責
任
者
の
ラ
ム
・
ゴ
パ

ル
・
サ
イ
ニ
さ
ん
は
、「
工
事
を
進
め

る
上
で
一
番
気
を
付
け
て
い
る
の
は
現

場
の
安
全
管
理
で
す
。ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
安

全
靴
の
着
用
は
も
ち
ろ
ん
、
ト
ン
ネ
ル

の
工
事
現
場
に
入
る
際
に
は
Ｉ
Ｄ
カ
ー

ド
を
預
け
て
人
の
出
入
り
を
把
握
す
る

仕
組
み
を
作
る
な
ど
、
管
理
を
徹
底
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
。
２
０
１
５
年
の

開
通
を
目
指
し
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が

進
ん
で
い
る
。

　
チ
ェ
ン
ナ
イ
メ
ト
ロ
が
目
指
す
の

は
、快
適
に
、
速
く
、
時
間
通
り
に
人
々

を
運
ぶ
公
共
交
通
機
関
。「
東
京
を
訪

れ
た
時
、
主
要
な
場
所
が
す
べ
て
メ
ト

ロ
で
つ
な
が
れ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。

チ
ェ
ン
ナ
イ
メ
ト
ロ
が
完
成
す
れ
ば
、

人
々
の
流
れ
も
暮
ら
し
も
確
実
に
変
わ

る
で
し
ょ
う
。
将
来
的
に
は
郊
外
の
新

興
住
宅
街
と
市
内
を
結
び
た
い
」
と
ラ

ジ
ャ
ラ
マ
ン
総
裁
。「
よ
り
住
み
や
す

い
都
市
づ
く
り
を
実
現
す
る
上
で
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
存
在
が
大
き
な
支
え
と
な
っ

て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
は
、
地
下

鉄
に
携
わ
る
人
づ
く
り
に
も
広
が
っ
て

い
る
。「
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
の
成
功
に
よ

り
、
イ
ン
ド
側
の
関
係
者
は
地
下
鉄
建

設
に
自
信
を
付
け
て
い
ま
す
。し
か
し
、

安
全
管
理
や
営
業
開
始
後
の
運
行
・
維

持
管
理
体
制
、
車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
、
ま
だ
日
本
の
知
見
を
生
か
せ
る

分
野
は
多
い
」
と
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ン
ド

事
務
所
の
佐
野
悠
一
郎
職
員
は
話
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
そ
う
し
た
日
本
の
強
み

を
生
か
し
た
研
修
を
日
本
と
現
地
で
実

施
す
る
な
ど
、
人
材
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
は
鉄
道
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
需
要
が
高
い
。
つ

イ
ン
ド
の
発
展
を

支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

安
定
し
た
電
力
を

人
々
の
も
と
へ

地
下
鉄
建
設
で

暮
ら
し
や
す
い
都
市
づ
く
り

日
本
企
業
に
も

チ
ャ
ン
ス
と
な
る
イ
ン
ド

高架部分の建設が進む
チェンナイメトロ。市内
の交通渋滞の解消を目
指す

特集
躍動の国インド

交通渋滞はインドの大都市が抱える課
題。公共交通機関の整備が急がれている
（撮影：船尾修）

ま
り
、
日
本
企
業
が
進
出
し
活
躍
で
き

る
市
場
と
し
て
の
可
能
性
に
満
ち
て
い

る
。

　
し
か
し
、「
チ
ェ
ン
ナ
イ
地
下
鉄
建

設
事
業
」
に
参
加
し
て
い
る
日
本
企
業

の
一
つ
、
日
本
信
号
株
式
会
社
国
際
事

業
部
の
大
島
秀
夫
さ
ん
は
、
イ
ン
ド
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
難
し
さ
を
こ
う
語
る
。

「
日
本
信
号
が
担
当
し
て
い
る
の
は
、

自
動
運
賃
回
収
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

す
。
日
本
で
普
及
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

の
処
理
ス
ピ
ー
ド
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

は
世
界
最
高
レ
ベ
ル
で
す
が
、
そ
の
ま

ま
で
は
価
格
が
高
く
、
採
用
し
て
も
ら

え
ま
せ
ん
で
し
た
」。
イ
ン
ド
は
価
格

重
視
の
国
。〝
良
い
も
の
な
ら
売
れ
る
〞

と
い
う
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
通
用
し

な
い
の
だ
。

　
そ
こ
で
日
本
信
号
は
、
徹
底
的
に
コ

ス
ト
削
減
を
図
る
べ
く
、
質
を
保
ち
つ

つ
も
処
理
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
な
ど

〝
イ
ン
ド
仕
様
〞
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し

た
。「
イ
ン
ド
側
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

論
理
的
に
仕
事
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
正
直
大
変
な
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
や
は
り
イ
ン
ド
は
日
本
に
と
っ

て
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
日
本
企
業
に

は
重
要
な
存
在
で
す
」
と
大
島
さ
ん
は

話
す
。

　
今
、
そ
の
成
長
の
姿
が
世
界
中
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
る
イ
ン
ド
。
こ
の
国

の
成
長
が
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
る

よ
う
に
|
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
国
と
人
を
支

え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
こ
れ
か
ら
も
支

援
し
て
い
く
。

国
を
支
え
、生
活
を
変
え
る

経
済
成
長
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
イ
ン
ド
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
国
づ
く
り
の
基
盤
を
支
え
る
べ
く
、

公
共
交
通
機
関
や
電
力
施
設
の
建
設
を
支
援
し
て
い
る
。

９
月
下
旬
、
発
展
と
変
化
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
イ
ン
ド
へ
と
飛
ん
だ
。

チェンナイメトロの駅構内の完成イメージ図。誰にとっても使いやすいバリア
フリーの駅を目指す地下の駅となるネルーパークの工事現場。安全管理を促すポスターを張ることで、作業員の意識も高まってきた

IT企業が集まる新興都市グルガオン。デリー市街地へのアクセスも
良いことから日本企業も多く進出している （撮影：船尾修）

グルガオンへの電力供給
を担う「グルガオン市第
72地区変電所」。ハリヤ
ナ州送電公社のエンジニ
アたちが定期的に維持
管理を行っている
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約
３
・
５
億
人
―
。
目
覚
ま
し
い
経

済
成
長
を
遂
げ
る
イ
ン
ド
で
、
そ
の
恩

恵
が
届
か
ず
、
１
日
１
・
25
ド
ル
以
下

で
生
活
す
る
人
の
数
だ
。
そ
の
多
く
は

地
方
の
農
村
地
域
の
人
々
。
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
は
整
備
さ
れ
ず
、
電
気
や

ガ
ス
、
安
全
な
水
も
使
え
な
い
…
。

　
そ
ん
な
人
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

の
が
森
林
だ
。
彼
ら
は
農
業
の
傍
ら
、

木
材
や
燃
料
用
に
木
を
伐
採
し
た
り
、

果
物
を
採
取
し
た
り
し
て
生
活
の
糧
を

得
る
。
し
か
し
、
人
口
増
加
に
よ
り
森

林
伐
採
が
進
行
し
た
結
果
、
か
つ
て
の

発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
た

貧
困
層

か
ら
植
林
や
森
林
保
全
を
進
め
て
き

た
。
そ
し
て
、
最
初
は
伐
採
を
取
り

締
ま
る
だ
け
だ
っ
た
政
策
を
90
年
代

か
ら
方
向
転
換
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
〝
住
民
参
加
〞
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ン
ド
事
務
所
で
森
林

事
業
を
担
当
す
る
堀
川
美
保
職
員
は
、

「
貧
困
層
の
人
々
は
、
森
林
伐
採
が
違

法
だ
と
知
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ

な
し
に
は
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う
現

実
も
あ
る
の
で
す
」
と
話
す
。
た
だ
木

を
植
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
森
林
を
利

用
す
る
人
々
の
生
活
を
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
根
本
的
な
解
決
に
は
つ
な
が
ら

な
い
―
。
そ
こ
で
、
住
民
た
ち
に
森
林

保
全
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
彼
ら
の
生
活
改
善
に
向
け
た
支
援

に
も
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

特集
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
の
イ
ン
ド
政
府
の
政

策
を
後
押
し
す
べ
く
、
91
年
の
イ
ン
デ

ィ
ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
運
河
地
域
へ
の
植
林

事
業
に
始
ま
り
、
イ
ン
ド
全
土
で
22
件

の
森
林
事
業
を
円
借
款
で
支
援
し
て
き

た
。
そ
の
一
つ
が
、
２
０
０
６
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
「
オ
リ
ッ
サ
州
森
林
セ

ク
タ
ー
開
発
事
業
」

だ
。
イ
ン
ド
東
部
に

位
置
す
る
オ
リ
ッ
サ

州
で
は
、
約
４
割
が

貧
困
層
。
森
林
面
積

は
４
万
８
０
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
だ
が
、
森

林
の
劣
化
が
進
み
、

そ
の
４
割
が
疎
林
と

な
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
オ
リ
ッ
サ
州
森
林

局
が
取
り
組
ん
だ
の

が
、
森
林
伐
採
が
進

ん
で
い
る
周
辺
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ご
と

で
の
「
森
林
管
理
組

合
」
の
立
ち
上
げ
。

住
民
自
身
が
メ
ン
バ

ー
と
な
り
、
州
の
森

林
局
の
職
員
と
協
働

で
、
荒
廃
し
た
森
の

再
生
や
海
岸
で
の
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林

な
ど
、
森
の
維
持
管

理
に
〝
参
加
〞
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目

的
だ
。
今
で
は
２
０
０
０
以
上
の
組
合

が
設
立
さ
れ
、
森
林
再
生
に
向
け
活
動

し
て
い
る
。「
住
民
の
意
識
が
大
き
く

変
わ
り
、
自
分
た
ち
で
〝
森
を
守
る
〞

と
い
う
責
任
感
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
」

と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を

務
め
る
オ
リ
ッ
サ
州
森
林
局
の
ヴ
ィ
ノ

ッ
ド
・
ク
マ
ー
ル
さ
ん
は
話
す
。

　
さ
ら
に
、
組
合
が
管
理
す
る
森
林
局

か
ら
の
資
金
を
、
植
林
だ
け
で
は
な
く

人
々
の
生
活
改
善
に
も
活
用
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
地
域
の
女
性
10
〜
15
人

で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
組
合
か
ら
融
資

を
受
け
な
が
ら
、
共
同
で
買
っ
た
ミ
シ

ン
で
手
工
芸
品
を
作
成
し
て
販
売
し
た

り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開
す
る
な

ど
、
森
林
以
外
の
収
入
を
得
る
た
め
の

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
、
森
林
局
と
他
省
庁
の

連
携
だ
。
イ
ン
ド
で
は
、
植
林
は
森
林

緑
豊
か
な
森
は
ま
ば
ら
に
し
か
木
が
生

え
て
い
な
い
〝
疎
林
〞
へ
と
劣
化
。
森

は
水
を
蓄
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
農
業

用
水
や
飲
料
水
も
不
足
し
、
日
々
の
生

活
に
影
響
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。

　
そ
こ
で
、
イ
ン
ド
政
府
は
荒
廃
し
た

森
林
の
再
生
に
向
け
、
１
９
８
０
年
代

住
民
自
身
が
森
を
守
り
、

生
活
を
変
え
る

局
、
井
戸
の
建
設
や
家
畜
の
導
入
、
教

育
、
保
健
な
ど
、
人
々
の
生
活
を
改
善

す
る
た
め
の
農
村
開
発
は
地
方
開
発
局

な
ど
、
省
庁
の
役
割
分
担
が
明
確
だ
。

し
か
し
、
森
林
保
全
と
人
々
の
生
活
改

善
の
両
立
に
は
、
複
数
の
省
庁
が
一
丸

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
―
。
そ
こ

で
、州
政
府
の
中
に
委
員
会
を
設
置
し
、

省
庁
間
の
横
の
つ
な
が
り
を
構
築
す
る

仕
組
み
づ
く
り
も
支
援
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
オ
リ
ッ
サ
州
で
の
工
夫
は
、
成

功
例
と
し
て
、
他
の
州
へ
も
広
が
っ
て

い
る
。

　
20
世
紀
は
じ
め
に
は
国
土
の
40
％
が

森
に
覆
わ
れ
て
い
た
イ
ン
ド
。
そ
れ
が

03
年
に
は
24
％
に
ま
で
低
下
し
て
し
ま

っ
た
。
目
標
は
、
世
界
平
均
の
30
％
ま

で
回
復
さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
カ
ギ
を
握

る
の
は
、
森
の
一
番
近
く
で
暮
ら
す

人
々
の
力
だ
。
森
と
人
が
共
生
す
る
明

る
い
未
来
を
切
り
開
く
べ
く
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
こ
れ
か
ら
も
支
援
を
続
け
て
い
く
。組合から融資を受け、女性グループが共同で野菜を育

てて販売し、生計向上を目指している

森林が劣化した疎林を再生
させるべく、苗木を植える森林
管理組合員

森林の維持管理の一つ、
間伐を行う住民

組合員と森林局職員が集まる定例の理事会では、活動報告や今後の予定を話し合う

森
と
人
々
が

共
に
生
き
る
未
来
を

森
林
に
依
存
し
て
生
き
る
イ
ン
ド
の
貧
困
層
の
人
々
。

人
口
増
加
に
よ
る
過
剰
な
伐
採
で
劣
化
す
る
森
林
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、森
林
保
全
と
人
々
の
生
活
改
善
の

両
立
を
目
指
し
た
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

コミュニティーホールを活用し、学校に行っていない組
合員の子どもに教育の機会を提供
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　「
地
震
の
被
害
を
軽
減
す
る
に
は
？
」

　「
ま
ず
は
、
災
害
の
兆
候
の
早
期
発

見
、
発
生
直
後
の
状
況
把
握
は
不
可
欠

で
す
よ
ね
」

　「
そ
の
た
め
に
は
、
地
震
・
気
象
デ

ー
タ
を
収
集
し
て
、
分
析
す
る
情
報
基

盤
を
作
ら
な
け
れ
ば
」

　
イ
ン
ド
中
南
部
、
イ
ン
ド
工
科
大
学

ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
校
（
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
）
の

実
験
室
。
イ
ン
ド
と
日
本
の
研
究
者
た

ち
が
熱
い
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
。
彼

ら
は
、
慶
應
義
塾
大
学
、
東
京
大
学
、

Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
の
教
授
陣
。
地
球
規
模
課
題

対
応
国
際
科
学
技
術
協
力
事
業
（
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）※
1
を
通
じ
て
実
施
し

て
い
る
「
自
然
災
害
の
減
災
と
復
旧
の

た
め
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
関

す
る
研
究
」
の
研
究
チ
ー
ム
だ
。
慶
應

義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
の
村
井
純
教

イ
ン
ド
の
将
来
を
担
う

人
材
を
育
て
る

ン
ド
工
科
大
学
（
Ｉ
Ｉ
Ｔ
）
の
卒
業
生

だ
。

　
Ｉ
Ｉ
Ｔ
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
後

間
も
な
い
、
１
９
５
１
年
に
創
設
さ
れ

た
国
立
高
等
教
育
機
関
。
西
ベ
ン
ガ
ル

州
の
「
カ
ラ
グ
プ
ル
校
」
を
皮
切
り
に

７
カ
所
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
し
、
国

内
の
理
工
系
人
材
の
育
成
に
貢
献
し
て

き
た
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
国
の
さ
ら

な
る
成
長
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た

め
８
校
の
新
設
を
決
定
。
そ
の
一
つ
、

Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
を
支
援
す
べ
く
、
東
京
大
学

の
松
本
洋
一
郎
理
事
・
副
学
長
を
委
員

長
に
、
組
織
の
垣
根
を
超
え
て
、
日
本

の
９
大
学
※
2
、
民
間
企
業
、
関
連
省

庁
、
J
I
C
A
が
「
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
支
援
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
、
新
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
の
建
設
だ
。
図
書
館
、
国
際
会

議
場
、
学
生
会
館
な
ど
大
学
の
中
心
と

な
る
施
設
の
建
設
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
円
借

款
で
協
力
。
さ
ら
に
東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
の
藤
野
陽
三
教
授
、
建

築
家
の
大
野
秀
敏
教
授
が
中
心
と
な
っ

て
デ
ザ
イ
ン
を
支
援
し
て
い
る
。「
消
費

電
力
の
節
約
の
た
め
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
し
た
り
、
実
験
器
具
や
設
備

の
入
れ
替
え
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
、

実
験
室
の
壁
を
取
り
外
し
形
式
に
し
た

り
な
ど
工
夫
を
し
て
い
ま
す
」
と
藤
野

教
授
。
何
十
年
も
先
を
見
据
え
て
進
め

ら
れ
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
開
発
計
画
。

Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
の
理
工
系
人
材
の
育
成
に
向

け
た
熱
い
思
い
を
形
に
す
べ
く
、
東
大

の
研
究
チ
ー
ム
は
奮
闘
し
て
い
る
。
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国
境
を
超
え
て
、
学
生
や
研
究
者
の

行
き
来
が
盛
ん
な
今
日
。
日
本
の
大
学

で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
の
留
学
生

を
目
に
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
し

か
し
、
８
万
人
の
中
国
人
留
学
生
、
２

万
人
の
韓
国
人
留
学
生
に
対
し
て
、
イ

ン
ド
か
ら
の
留
学
生
は
わ
ず
か
５
０
０

人
。
イ
ン
ド
の
人
々
に
と
っ
て
、
日
本

は
主
要
な
留
学
先
と
し
て
あ
ま
り
視
野

に
入
っ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
今
年
１
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
開

始
し
た
の
が
、「
イ
ン
ド
工
科
大
学
ハ

イ
デ
ラ
バ
ー
ド
校
日
印
産
学
研
究
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
通
称
：
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）」。日
本
の
研
究
者
の
派
遣
、

イ
ン
ド
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
、

産
学
連
携
の
推
進
な
ど
を
通
じ
て
、
両

国
間
の
教
育
、
研
究
交
流
を
促
進
し
、

日
本
と
イ
ン
ド
が
、
理
工
系
の
分
野
に

お
い
て
共
に
〝
成
長
〞
し
て
い
く
こ
と

が
目
的
だ
。

　「
日
本
に
初
め
て
来
た
時
、
こ
の
国

で
学
ん
で
み
た
い
、
働
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
」。
早
稲
田
大
学
西
早
稲

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
実
験
機
器
が
ひ

し
め
く
研
究
棟
の
一
室
。Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ

授
を
中
心
に
、
２
０
０
９
年

か
ら
、
日
本
と
イ
ン
ド
を
フ

ィ
ー
ル
ド
に
防
災
分
野
の
共

同
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
と
い
え
ば
、Ｉ
Ｔ
産
業
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、理
工
系
の
〝
技
術
〞

を
要
す
る
産
業
が
盛
ん
だ
。
そ
の
成
長

を
支
え
て
い
る
の
は
、
何
と
言
っ
て
も

優
秀
な
〝
人
材
〞。
多
く
が
、
イ
ン
ド

国
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、
世
界
で
も
有

数
の
理
工
系
大
学
と
言
わ
れ
て
い
る
イ

両
国
の
大
学
間
で

技
術
の
共
有
を
図
る

Ｄ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
に

よ
る
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
か
ら
の
留
学
生
ラ
ジ

ャ
・
ゴ
ピ
ナ
ス
さ
ん
が
、
少
し
緊
張
し

た
面
持
ち
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い

た
。「
留
学
す
る
な
ら
日
本
以
外
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
彼
は
、
こ

れ
か
ら
２
年
間
、
早
稲
田
大
学
大
学
院

で
機
械
工
学
を
学
ぶ
。

　
今
年
９
月
に
は
、
両
国
の
大
学
関
係

者
の
合
同
セ
ミ
ナ
ー
が
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
で
開

か
れ
た
。
日
本
の
大
学
か
ら
参
加
し
た

教
授
陣
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に

つ
い
て
紹
介
。
そ
の
一
人
、
九
州
大
学

の
ハ
ザ
リ
カ
・
へ
マ
ン
タ
教
授
は
Ｉ
Ｉ

Ｔ
マ
ド
ラ
ス
校
の
卒
業
生
。
イ
ン
ド
人

の
研
究
者
の
視
点
か
ら
見
た
〝
日
本
の

大
学
の
魅
力
〞
は
、Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
の
教
授

や
学
生
に
と
っ
て
も
興
味
深
か
っ
た
よ

う
だ
。

　「
能
力
の
高
い
イ
ン
ド
の
留
学
生
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
日
本
の
大
学
の

国
際
化
や
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
イ

ン
ド
側
も
、
日
本
と
の
共
同
研
究
を
通

じ
て
日
本
の
高
い
技
術
を
実
証
す
る
こ

と
に
と
て
も
意
欲
的
で
す
」。
慶
應
義

塾
大
学
と
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
の
共
同
研
究
に
初

期
か
ら
参
加
し
、
現
在
は
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
の

訪
問
助
教
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
片
岡

広
太
郎
さ
ん
は
話
す
。

　
大
学
と
い
う
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で

つ
な
が
っ
た
イ
ン
ド
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
。Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
で
生
ま
れ
る
未
来
を
担

う〝
人
〞と〝
技
術
〞が
、イ
ン
ド
の
発
展
、

さ
ら
に
は
日
本
の
活
力
と
な
る
に
違
い

な
い
。

理工系の大学の中で、世界トップクラスを誇るインド工科大学。
インド各地にキャンパスを持つこの大学が、
中南部の都市ハイデラバードに新たな拠点を構えた。
その名は「インド工科大学ハイデラバード校（ＩＩＴＨ）」。
ＪＩＣＡは日本国内の大学と連携しながら、
ＩＩＴＨとのネットワークづくりを進めている。

今年9月から早稲田大学大
学院に留学中のラジャ・ゴピ
ナスさん。「日本には世界有
数の車の製造メーカーがたく
さんある。インターンシップなど
にも挑戦したい」と意欲的だ

現在は仮校舎で授業が行われているIITH。気象セン
サーからデータを取得するサーバーの構築について議
論するインド人学生と片岡訪問教授（左から2番目）

※1 独立行政法人科学技術振興機構（JST）とJICAが連
携し、日本の科学技術を活用して地球規模課題解決のた
めに開発途上国の関係機関と共同研究を行うプログラム。
※2 東北大学、東京大学、慶應義塾大学、早稲田大学、
名古屋大学、京都大学、大阪大学、立命館大学、九州大学。

大学の知がつなぐ
ネットワーク

キャンパスのデザインについて議論する東京大学とIITHのメンバー

東京大学の大野教授直筆のIITHのキャンパスのスケッチ。ここから模型を作り、実際のイメージへと近付けていく

9月に現地で行われたセミナーでは、IITHと日本の大学が今後のネットワーク強化に向け
て、活発に意見交換を行った
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特集
躍動の国インド

経済成長の裏側で、人口の約４分の１がいまだ貧
困に苦しむインド。JICAは草の根技術協力事業
を通じて、日本のNGOと連携しながら、貧困層に
届く支援を展開している。

ればいい」と言っていた村の人々。し
かし、みんなで集まって議論するうち
に、「村全体で使えるように水を溜めて
いきたい」と植林に取り組むように。さ
らに、山から流れてくる水に土が混ざり
込まないように石垣を作ったり、河川
の水流を調節するためにえん堤を設
置したりと、自分たちで費用を工面し
て、新しいアイデアを次 と々実行。新し
い設備を維持管理するための組織も
立ち上げた。
　そして、新たにソムニードと村人が取
り組み始めたのが、農地の効果的な
利用だ。農業を天候に左右されず持
続的に行うためには、土と水を計画的
に利用する必要がある。いつ、どこで、
どのような農作物を育て、どのくらいの
水を使う必要があるのか|。まずは現
状を“知る”ために、彼ら自身の手で調
査・分析が進められているところだ。

活に必要な水はどこからく
る？」「雨が降って山から流
れてくる？」「水を必要な時

に使うにはどうすればいい？」・・・。村人
に問い掛けているのは、認定NPO法
人ソムニードのスタッフ。水不足に悩
むインド南東部のアーンドラ・プラデシ
ュ州の農村でのひとこまだ。
　ソムニードの支援のアプローチは
“あえて手を貸さない”こと。まずは「な
ぜ？」「どうすればいい？」といった疑問
を投げ掛け、地域が抱える問題を議論
することから始める。
　この地域では、山間部で水不足を
引き起こしている原因が森の荒廃と
土の疲弊。それが分かった後、「どうす
れば森を再生できるか」をみんなで考
えた結果、「木を植えて土壌を肥よくに
する」という解決策にたどり着いた。
　最初は「自分の水田にだけ水が来

植林した苗木の生育状況を定期的に調査

他の地域の村人に河川の適切な管理について紹介

ワークショップでは女性たちが活発に議論

農村の女性たちに子育てのノウハウについて指導

各家庭を訪問して母親の相談に乗る保健ボランティア

　そして、次のステップは専門家による講習だ。スーパーなどで
需要の高い紙バッグの制作方法や、インド料理に欠かせない香
辛料マサラの作り方が学べる場を提供。彼女たち自身の手で収
入が得られるように技術を学ぶ。このような活動を通じて、女性
たちの“働きたい”という意欲は高まり、村が活気付いてきた。
　また、この活動に先行して行ってきたのが、農業を通じた村人
たちの生計向上だ。乾期でも畑に水を供給できるようにかんが
い設備を設置することで、雨期には稲作、乾期には野菜栽培の

気ある所に女性のパワーあり―。世界中どこに行っても、女性が家
の外に出て活躍できる地域には活気がある。この女性パワーを村
おこしに取り込もうと、インド西部のマハラーシュトラ州の農村で活

動している団体がある。NPO法人ICA文化事業協会だ。
　インドの農村では、外で働くのは男性、家事をするのは女性といった役割分
担が明確だ。そこで実施しているのが女性を対象にしたビジネストレーニング。
ビジネスの基礎を伝えるためのワークショップで、まずは「自分たちに何ができ
るか」を考える。

in INDIA

認定NPO法人ソムニード

“保健ボランティア”として育成。地域
の母親たちに対して、子育て講習や
栄養指導が行えるようトレーニングを
重ねた。「自分が生まれ育った村の役
に立ちたい」と女性たちは意欲満々
で、次々にボランティア希望者が出て
くるまでに。同じ村で暮らす女性から教
わることで、母親はもちろん、父親も積
極的に取り組むようになり、村全体の
子育てに対する意識が変わってきた。
　現在は、このような活動を近隣の
村々へと広げるべく、新たに保健ボラ
ンティアとなる人材を育成中。活動範
囲は6カ村から27カ村へと拡大し、地
域ぐるみで、子どもたちの健やかな成
長を願って取り組みを進めている。ま
た、農業を生活の糧とする村の人々の
生計向上を目指し、農民組織の設立
や技術の普及、職業訓練なども行わ
れている。

しい生命の誕生は、誰にと
っても感動的な瞬間。しか
し開発途上国では、母親に

“育てる”知識が十分になかったり、医
療サービスが整っていなかったりと、5
歳の誕生日を迎えることなく命を落と
してしまう子も少なくない。
　母乳のあげ方、赤ちゃんの抱き方、
離乳食を始める時期・・・、育児には学
ぶべきことがいっぱい。慣れない経験
で不安を抱える母親のこころのケアも
必要だ。しかしインド北部ウッタル・プ
ラデシュ州の農村では、保健医療サ
ービスが普及していないため、赤ちゃ
んが栄養失調になってしまったり、下
痢症などにかかって発育が遅れてしま
ったりという現実がある。
　そこで立ち上がったのがNPO法人
アーシャ＝アジアの農民と歩む会。保
健・栄養の専門家が、農村の女性を

NPO法人アーシャ＝アジアの農民と歩む会

NPO法人ICA文化事業協会

二毛作が可能に。農家の収入が大きく向上し、女性パワーが増
しつつある今、村のさらなる発展が期待される。

新 「生

活

かんがい設備が整備されたことで、農作物の生産性も向上

みんなでつくる 未来

村人のやる気と努力を引き出す地域の子どもたちの命を守る

女性へのビジネストレーニングで　農村を元気に
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ら
小
中
高
ま
で
約
１
５
０
０
人
が
通
う
。
イ
ン
ド
で
は
２
０

０
６
年
か
ら
中
等
教
育
の
選
択
科
目
と
し
て
日
本
語
が
取
り

入
れ
ら
れ
、
こ
の
学
校
で
は
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
英
語
と
共
に
、

「
第
三
外
国
語
」
と
し
て
１
３
０
人
の
生
徒
が
日
本
語
を
学
ん

で
い
る
。

眞
岡
さ
ん
は
、
日
本
の
中
学
３
年
生
、
高
校
１
年
生
に
当

た
る
９
年
生
と
10
年
生
の
日
本
語
の
授
業
を
担
当
。「
授
業
で

習
っ
た
日
本
語
を
普
段
の
会
話
で
使
っ
て
く
れ
る
と
、
と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
生
徒
た
ち
か
ら
鋭
い
質
問
が
寄

せ
ら
れ
る
と
、
教
師
の
血
が
騒
ぎ
ま
す
ね
」
と
話
す
。

大
学
卒
業
後
、
福
島
県
の
公
立
中
学
校
で
国
語
を
教
え
て

い
た
眞
岡
さ
ん
。
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
真
剣
に
悩
む
生
徒

た
ち
と
向
き
合
う
中
で
ふ
と
思
っ
た
。
自
分
は
生
徒
に
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か―

。〝
外
の
世
界
〞を

知
ら
な
い
ま
ま
、〝
社
会
〞を
語
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
た
の

だ
。
そ
し
て
、
青
年
海
外
協
力
隊
に
２
回
応
募
し
た
も
の
の
、

不
合
格
だ
っ
た
。

し
か
し
、〝
外
の
世
界
〞に
対
す
る
熱
は
冷
め
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
眞
岡
さ
ん
は
、
学
校
を
離
れ
て
い
っ
た
ん
一
般
企

業
に
就
職
し
、
そ
の
傍
ら
で
海
外
で
役
立
つ
資
格
を
得
た
い

と
日
本
語
教
師
養
成
講
座
に
通
う
こ
と
に
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
日
本
語
教
室
を
開
き
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
出
身

の
学
生
や
社
会
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
生
徒
に

教
え
て
経
験
を
積
ん
だ
。

そ
し
て
２
０
１
０
年―

。協
力
隊
の
募
集
で「
日
本
語
教
師
」

の
職
種
を
見
つ
け
た
眞
岡
さ
ん
。「
今
こ
そ
、
そ
の
時
だ
」。

そ
う
強
く
感
じ
て
応
募
し
、
見
事
合
格
し
た
。

実
は
似
て
い
る
よ
う
で
、
ま
っ
た
く
違
う
国
語
教
師
と
日

本
語
教
師
の
仕
事
。
す
で
に
日
本
語
を
話
せ
る
か
、
日
本
語

を
ゼ
ロ
か
ら
始
め
た
か
で
、
ま
っ
た
く
教
え
方
が
違
っ
て
く

る
か
ら
だ
。
眞
岡
さ
ん
は
中
学
校
の
講
師
と
日
本
語
教
師
と

し
て
の
経
験
を
活
用
し
て
授
業
に
臨
ん
で
い
る
。「
生
徒
た

国
語
教
師
と

日
本
語
教
師
の
経
験
を
生
か
す
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ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
コ
ツ
を
知
っ
て
い
る
の
は
日
本
の

中
学
校
で
教
え
た
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。
教
室
が
ざ
わ
ざ

わ
し
て
い
た
ら
、
わ
ざ
と
小
さ
な
声
で
話
す
。
す
る
と
生
徒

た
ち
は
聞
こ
え
な
い
の
で
自
然
と
静
か
に
な
り
、
集
中
し
て

聞
い
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
」
と
話
す
。

　
生
徒
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
日
本
語
教
師
を
育
て
る
こ
と

も
大
事
な
仕
事
。
眞
岡
さ
ん
の
配
属
先
で
は
、
社
会
科
の
ロ

ヒ
ニ
先
生
が
５
年
間
一
人
で
日
本
語
の
授
業
を
担
当
し
て
き

た
。
し
か
し
彼
女
が
授
業
に
出
ら
れ
な
い
と
き
、
代
わ
り
を

務
め
ら
れ
る
先
生
が
い
な
か
っ
た
。

　
イ
ン
ド
で
は
、
他
教
科
の
先
生
が
日
本
語
な
ど
の
外
国
語

を
学
び
、
授
業
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
こ
で

眞
岡
さ
ん
は
、
昨
年
４
月
か
ら
日
本
語
の
勉
強
を
始
め
た
ば

か
り
の
理
科
と
社
会
担
当
の
ア
テ
ィ
先
生
を
サ
ポ
ー
ト
。
授

業
の
補
助
や
、
週
１
回
、
放
課
後
の
時
間
を
利
用
し
て
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
指
導
を
行
い
、
手
作
り
の
資
料
な
ど
を
使
っ
て

日
本
語
を
教
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
系
列
校
で
日
本
語
教
師
と
し
て
活
動
す
る
稲
吉
彩

弓
隊
員
と
と
も
に
、
首
都
近
郊
の
教
師
を
対
象
に
、
４
週
間

の
日
本
語
教
師
研
修
を
実
施
し
た
。「
見
慣
れ
な
い
文
字
や

文
法
と
格
闘
し
、
先
生
た
ち
は
か
な
り
疲
れ
た
よ
う
で
す
が
、

い
つ
も
笑
い
と
質
問
に
あ
ふ
れ
た
研
修
で
し
た
。〝
日
本
語

を
学
ぶ
こ
と
は
楽
し
い
〞と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
教
科

書
を
ロ
ー
マ
字
に
直
し
て
分
か
り
や
す
く
す
る
な
ど
工
夫
し

ま
し
た
」
と
眞
岡
さ
ん
。「
日
本
語
能
力
試
験
」
に
合
格
し

て
も
ら
う
こ
と
が
当
面
の
目
標
だ
。

　
イ
ン
ド
の
日
本
語
教
師
が
指
導
能
力
を
向
上
さ
せ
、
日
本

語
の
授
業
が
広
が
っ
て
ほ
し
い―

。
眞
岡
さ
ん
は
こ
れ
か
ら

実
施
予
定
の
研
修
を
成
功
さ
せ
る
べ
く
、
他
の
隊
員
た
ち
と

も
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
ど
う
し
て
太
平
洋
の
『
洋
』
の
字
の
中
に
〝
羊
〞が
い
る

の
？
」「『
銀
行
』
と
い
う
言
葉
に
、
な
ぜ
〝
行
く
〞と
い
う

漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
の
？
」

イ
ン
ド
の
首
都
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら
バ
ス
で
約
１
時
間
半
、

ハ
リ
ヤ
ナ
州
パ
ニ
パ
ッ
ト
市
に
あ
る
学
校
で
の
や
り
取
り
。

生
徒
か
ら
の
質
問
に
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
眞
岡
千
佳
さ
ん

（
日
本
語
教
師
）
が
漢
字
の
成
り
立
ち
や
意
味
を
踏
ま
え
て
、

一
つ
一
つ
丁
寧
に
答
え
て
い
る
。
配
属
先
は
デ
リ
ー
・
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
・
パ
ニ
パ
ッ
ト
シ
テ
ィ
校
。
幼
稚
園
か

1979年福島県生まれ。2002年
に大学卒業後、中学校の講師
（国語）として勤務。その後、一般
企業に勤務しながら日本語教師
養成講座に通う。2011年1月か
ら青年海外協力隊（日本語教
師）としてインドで活動中。

PROFILE

a.稲吉隊員（左）と連携し、現地の教師に日本語を指導
b.日本語の授業の一環で、楽しみながら日本文化に触れてもらおうと紹介した福笑いに挑戦する生徒たち
c.日本語のスキルアップのため、カードなどを使ってアティ先生に個別指導
d.教師たち向けに手作りの資料を用意し、日本語の理解を深められるよう工夫

眞
岡
　
千
佳

JICA 
Volunteer  

Story

b a

d

�
青
年
海
外
協
力
隊
�MAOKA

CHIKA

さん

「
現
地
の
日
本
語
教
師
が
質
の
高
い
授
業
を

 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

c

中
等
教
育
の
選
択
科
目
に
日
本
語
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
イ
ン
ド
。

青
年
海
外
協
力
隊
の
眞
岡
千
佳
さ
ん
は
、現
地
の
教
師
た
ち
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
。

研
修
を
通
し
て
先
生
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

日本語を選択した10年生と漢字の勉強をする眞岡さん。生徒の意欲は高く、鋭い質問も飛ぶ

ニューデリー

パニパット市

インド



次世代への財産

　
一
面
に
広
が
る
ク
ワ
畑
で
、
緑
色
の
葉
が
風
に

揺
れ
て
い
る
。
そ
の
そ
ば
に
あ
る
蚕
室
に
近
付
い

て
み
る
と
、
サ
ワ
サ
ワ
サ
ワ…

と
、
心
地
良
い
音

が
耳
に
入
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
は
ク
ワ
の
葉
を
食

べ
て
い
る
カ
イ
コ
の
姿
が―

。
イ
ン
ド
南
部
の
カ

ル
ナ
タ
カ
州
。
イ
ン
ド
有
数
の
養
蚕
地
帯
だ
。

　
生
糸
は
カ
イ
コ
が
つ
く
る
マ
ユ
か
ら
、
長
い
糸

を
巻
き
取
っ
て
で
き
た
も
の
。真
っ
白
な
生
糸
は
、

そ
の
品
質
の
高
さ
か
ら
市
場
で
も
評
判
が
良
い
。

し
か
し
そ
れ
も
最
近
の
話―

。
イ
ン
ド
南
部
で

20
年
以
上
、
養
蚕
を
営
む
男
性
は
「
新
し
い
技
術

を
導
入
し
て
収
入
が
２
倍
に
な
っ
た
。
借
金
を
返

し
て
、
電
話
も
バ
イ
ク
も
買
っ
て
、
生
活
が
豊
か

に
な
っ
た
」
と
誇
ら
し
げ
に
話
す
。

　
か
つ
て
は
日
本
で
も
、
ク
ワ
畑
の
広
が
る
光
景

が
よ
く
見
ら
れ
た
。
群
馬
、
福
島
、
長
野…

、
ど

れ
も
生
糸
の
一
大
生
産
地
と
し
て
栄
え
た
地
域

だ
。
群
馬
県
富
岡
市
の
「
富
岡
製
糸
場
」
は
有
名

だ
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
日
本
の
蚕
糸
業

は
衰
退
し
て
い
る
。

　
し
か
し
そ
の
日
本
の
技
術
が
、
海
を
超
え
て
、
世

界
有
数
の
生
糸
の
生
産
地
、
イ
ン
ド
で
生
き
て
い

る
。
イ
ン
ド
の
生
糸
生
産
の
歴
史
は
日
本
よ
り
も

古
い
が
、
主
に
黄
色
が
か
っ
た
多
化
性
生
糸※

１

を
生
産
。
白
く
て
強
度
が
あ
る
二
化
性
生
糸※

２

は
、
中
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
。
そ
こ
で

イ
ン
ド
政
府
は
、
二
化
性
生
糸
の
国
内
生
産
に
向

け
た
支
援
を
日
本
に
要
請
。
１
９
９
１
年
に
技
術

協
力
が
始
ま
っ
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
、
イ
ン
ド
で
養
蚕
技

術
の
指
導
に
尽
力
し
た
河
上
清
さ
ん
は
、
当
時
を

こ
う
振
り
返
る
。「
赴
任
し
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、

そ
れ
ま
で
彼
ら
自
身
が
実
施
し
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
失
敗
の
原
因
は
そ
の
ま
ま
に
、
日
本
人
は

技
術
指
導
さ
え
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
技
術
に
誇
り
を
持
っ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
な
ぜ
今
の
ま
ま
で
は
ダ

メ
な
の
か
、
納
得
さ
せ
る
ま
で
説
明
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
」。
日
本
で
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
た
養
蚕
に
力
を
注
い
で
き
た
河
上
さ
ん
に
と

っ
て
は
、
イ
ン
ド
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
変
重

い
責
任
を
感
じ
る
も
の
だ
っ
た
。

　
日
本
で
は
古
く
か
ら
二
化
性
生
糸
を
生
産
し
て

い
た
が
、イ
ン
ド
は
気
候
風
土
が
ま
っ
た
く
違
う
。

そ
こ
で
ま
ず
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、

日
本
の
技
術
を
活
用
し
た
「
熱
帯
二
化
性
養
蚕
」

の
技
術
開
発
。
イ
ン
ド
繊
維
省
中
央
蚕
糸
局
と
と

も
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
６
年
か
け
て
〝
イ
ン
ド

版
〞
の
養
蚕
技
術
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。

　
そ
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
新
し
い
技
術
の
普
及

だ
。
し
か
し
養
蚕
農
家
と
い
っ
て
も
、
そ
の
数
は

南
部
３
州
だ
け
で
も
50
万
戸
ほ
ど
あ
る
。
そ
こ
で

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
採
用
し
た
の
が
、
３
州
10
カ
所
を
モ

デ
ル
農
家
と
し
て
選
定
し
、
日
本
人
専
門
家
が
徹

底
的
に
技
術
指
導
を
行
う
と
い
う
方
法
。そ
し
て
、

〝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
〞
と
呼
ば
れ
た
モ
デ
ル

農
家
が
中
央
蚕
糸
局
の
人
々
と
と
も
に
、
近
隣
の

農
家
を
指
導
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
作
っ
て
い
っ

た
。

　
ク
ワ
の
栽
培
方
法
、
カ
イ
コ
の
飼
育
法
、
病
害

の
防
除
法…

、
農
家
の
人
々
に
と
っ
て
は
新
し
い

こ
と
ば
か
り
。「
カ
イ
コ
の
飼
育
は
約
30
日
か
け

て
行
う
の
で
す
が
、
最
初
の
こ
ろ
は
、
２
日
に
１

回
は
農
家
に
足
を
運
び
、
手
取
り
足
取
り
指
導
し

ま
し
た
。
国
土
が
広
い
た
め
移
動
距
離
も
長
く
て

大
変
で
し
た
が
、
と
に
か
く
必
死
に
走
り
回
り
ま

し
た
」
と
河
上
さ
ん
は
話
す
。

　
中
で
も
一
番
苦
労
し
た
の
は
衛
生
管
理
の
指
導

だ
と
い
う
。「
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
、
カ
イ
コ
を

飼
う
建
物
の
床
や
竹
製
の
飼
育
皿
に
牛
の
フ
ン
を

塗
っ
て
い
ま
し
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
牛
は
神

の
使
い
と
あ
が
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
守
り
の
意

味
を
持
つ
よ
う
で
す
が
、
衛
生
的
に
良
く
な
い
こ

と
は
明
ら
か
。
で
も
、
宗
教
的
な
慣
習
に
つ
い
て

日
本
人
が
反
対
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
」。
そ

こ
で
、
ま
ず
は
中
央
蚕
糸
局
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
に
話
を
し
、
彼
ら
か
ら
農
家
に
伝
え
て
も
ら
う

こ
と
に
。「
現
地
の
人
た
ち
も
最
初
は
疑
心
暗
鬼

で
し
た
が
、
新
し
い
技
術
を
導
入
し
た
農
家
は
、

ど
ん
ど
ん
収
入
が
増
え
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
見
て

み
ん
な
本
気
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ね
」
と
河
上
さ
ん
。
中
央
蚕
糸
局
の
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
を
日
本
に
呼
び
、
長
野
県
な
ど
国
内
各
地

の
養
蚕
農
家
で
の
研
修
も
行
っ
た
。

　
16
年
か
け
て
続
け
ら
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
協

力
。
今
年
８
月
、
５
年
ぶ
り
に
イ
ン
ド
南
部
の
養

蚕
農
家
を
訪
れ
た
河
上
さ
ん
が
目
に
し
た
も
の
。

そ
れ
は
、
日
本
と
イ
ン
ド
が
一
緒
に
築
き
上
げ
て

き
た
技
術
が
、
現
地
の
人
々
の
手
で
着
実
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
光
景
だ
っ
た
。「
新
し
い
技
術
の

普
及
は
、
文
化
と
文
化
の
摩
擦
で
も
あ
る
。
正
直

苦
労
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
協
力
の
成
果
が
現

地
に
根
付
き
、
さ
ら
に
発
展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と

は
何
よ
り
の
喜
び
で
す
」
と
目
を
細
め
る
。

　
イ
ン
ド
に
定
着
し
た
熱
帯
二
化
性
養
蚕
。
現
地

で
の
指
導
に
汗
を
流
し
た
日
本
人
専
門
家
た
ち
の

思
い
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
技
術
は
確
か
に
イ
ン
ド

で
生
き
て
い
た
。

〝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
〞か
ら

広
ま
る
技
術

真
っ
白
な〝
糸
〞
を

生
み
出
す
た
め
に

イ
ン
ド
の
女
性
が
身
に
つ
け
る
サ
リ
ー
。

そ
の
織
物
に
は
、
イ
ン
ド
伝
来
の
生
糸
で
は
な
く

良
質
な
二
化
性
生
糸
が
タ
テ
糸
に
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
二
化
性
生
糸
の
生
産
に
は
、

日
本
人
が
伝
え
た
養
蚕
技
術
が
生
き
て
い
る
。

カイコの飼育は棚のある蚕室で行われる。日本人専門家の指導により、マ
ユ生産の成功のカギを握る消毒が徹底されるようになった
（撮影：谷本美加）

※
１
1
年
間
に
2
回
以
上
の
世
代
を
繰
り
返
す
カ
イ
コ
の
マ
ユ

か
ら
と
れ
た
生
糸
。黄
色
が
か
っ
て
お
り
品
質
は
劣
る
が
、熱
帯
で

の
飼
育
に
向
い
て
い
る
。

※
２
1
年
間
に
2
回
世
代
を
繰
り
返
す
カ
イ
コ
の
マ
ユ
か
ら
と
れ

た
生
糸
。色
は
白
く
品
質
が
良
く
、織
物
の
タ
テ
糸
に
向
い
て
い
る
。

クワの栽培方法を現地で指導する山崎文幹JICA専門家 （写真提供：山崎文幹）インドからの研修員の主な受け入れ先の一つ、長野県松本市。1992年から
の15年間で、27人が日本の養蚕技術を学んだ （写真提供：山本俊雄）

JICAの支援で開発さ
れた二化性生糸を繰
り取る多条繰糸機（上
写真）。従来の機械
（下写真：提供 河上
清）に比べて生糸の
品質と生産性が格段
に向上した

インド

イ
ン
ド
で
生
き
続
け
る

日
本
の
養
蚕
技
術
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水
不
足
に
直
面
し
て
い
る
イ
ン
ド
で
、

円
借
款
に
よ
る
水
分
野
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
イ
ン
ド
事
務
所
の
福
田

千
尋
さ
ん
。上
下
水
道
の
整
備
を
通
じ

て
、よ
り
多
く
の
人
々
に
水
が
届
く
よ

う
支
援
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
古
代
遺
跡
に
興
味
が

あ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
そ
の
場
所
に
文
明
が
興
り

発
展
し
た
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
滅
び
た
の
か
…
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
世
界
は
す
べ
て
栄
枯
盛

衰
の
サ
イ
ク
ル
で
動
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
そ
の
軌
跡
を
自
分
の
目
で
確
か
め
た
い

と
、
学
生
時
代
に
旅
行
し
た
国
は
15
カ
国
以
上
。

イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
メ
キ
シ
コ
、

ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
な
ど
、
開

発
途
上
国
と
呼
ば
れ
る
国
も
訪
れ
ま
し
た
。

　

途
上
国
で
は
、
街
の
熱
気
や
人
々
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
が
、
電
気
が
通
っ

て
い
な
か
っ
た
り
、
安
全
な
水
を
手
に
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
り
と
、
日
本
で
は
想
像
で
き
な
い

現
実
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
か
つ
て
そ
の

国
が
栄
華
を
誇
っ
た
証
し
と
し
て
、
古
代
遺
跡

が
あ
り
ま
し
た
。
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
の
に

生
か
し
き
れ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
国
々
の
経
済

発
展
を
、
日
本
の
経
験
を
使
っ
て
支
援
し
た
い
。

そ
う
思
い
、
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
に

就
職
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
で
は
、中
国
で
の
植
林
事
業
を
担
当

し
ま
し
た
。
内
陸
部
の
農
村
で
は
、
過
剰
な
家

畜
の
放
牧
や
森
林
伐
採
に
よ
り
、
北
部
で
は
砂

漠
化
、
南
部
で
は
洪
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

し
た
。
特
に
砂
漠
化
に
よ
る
黄
砂
は
日
本
に
ま

で
被
害
が
及
ん
で
お
り
、
そ
の
防
御
策
と
し
て

も
植
林
事
業
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
国
で
は
国
有
の
土
地
で
も
そ
こ
に
住
む

人
々
が
使
用
権
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
植
林
を

す
る
に
も
住
民
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
、
森
林
保
全
と
彼
ら
の
生
計
維
持
を
両

立
す
る
た
め
、
換
金
性
が
高
い
作
物
を
収
穫
で

き
る
木
も
植
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
う
い

っ
た
経
験
か
ら
、
開
発
と
は
、
そ
の
国
の
社
会

の
仕
組
み
や
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
考
慮
す

る
こ
と
が
基
本
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

現
在
は
イ
ン
ド
事
務
所
で
、
浄
水
・
下
水
処

理
場
、
水
道
管
と
い
っ
た
水
分
野
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
技
術
協
力
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
に
必
要
な
資
金
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
円
借
款

を
通
じ
て
貸
し
付
け
ま
す
が
、
土
地
の
取
得
や

工
事
を
行
う
業
者
の
選
定
な
ど
は
イ
ン
ド
政

府
が
行
い
ま
す
。
イ
ン
ド
は
市
民
社
会
の
声
を

重
視
す
る
民
主
主
義
国
。
例
え
ば
水
道
管
の
敷

設
工
事
で
は
、
そ
の
地
域
の
住
民
に
納
得
し
て

も
ら
え
る
よ
う
説
明
し
ま
す
。
た
と
え
理
不
尽
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福田 千尋
FUKUDA Chihiro

大学卒業後、2003年に国際
協力銀行に就職。総務部、開
発第2部、中国への語学留
学、外務省出向、東南アジア
部を経て、2011年12月から
現職。

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、イ
ン
ド
の
人
々
に

生
活
を
潤
す
水
を
供
給
し
た
い

日本の国土交通省やインド都市開発省などが出席し、インドの都市開発への支援を議論する
会議に出席した福田さん（左端）

フィールド調査でインドを訪れた日本の大学生と下水処理場を訪問

な
意
見
が
あ
っ
て

も
耳
を
傾
け
、
最

後
の
一
人
ま
で
粘

り
強
く
交
渉
し
ま

す
。
必
要
以
上
に

時
間
が
か
か
る
こ

と
も
多
い
の
で
す

が
、
そ
れ
が
イ
ン

ド
ら
し
さ
で
も
あ

り
ま
す
。
彼
ら
の

文
化
を
尊
重
し
、

事
業
が
円
滑
に
進

む
よ
う
、
業
者
の

選
定
や
事
業
の
進

め
方
に
つ
い
て
イ

ン
ド
政
府
の
相
談

に
乗
っ
た
り
、
解
決
策
を
協
議
す
る
の
が
私
の

仕
事
で
す
。

　

イ
ン
ド
で
は
急
激
な
都
市
化
に
よ
り
水
の
需

要
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
上
下
水
道
整
備
が
追

い
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
水
源
が
限
ら
れ

て
お
り
、
漏
水
対
策
や
下
水
の
再
利
用
な
ど
、

水
分
野
は
ま
だ
改
善
が
必
要
で
す
。
近
年
、
日

本
の
知
見
を
生
か
し
た
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外
展

開
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
は
イ
ン
ド
で

も
広
が
る
よ
う
、
日
本
政
府
や
企
業
、
地
方
自

治
体
な
ど
と
の
協
力
体
制
を
積
極
的
に
構
築
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

10
月
３
日
、開
発
途
上
国
の
経
済
・
社
会
の

発
展
に
貢
献
し
た
個
人
と
事
業
に
贈
ら
れ
る

02

　

国
内
最
大
級
の
国
際
協
力
イ
ベ
ン
ト

「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２

Ｃ
Ａ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
北
澤

豪
さ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
国
際
協
力

01

03　

From India

古
代
遺
跡
を
通
じ
て

途
上
国
に
関
心
を
持
つ

植
林
を
効
率
的
に

進
め
る
た
め
の
工
夫

発
展
す
る
水
分
野
の

開
発
を
サ
ポ
ー
ト

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
遊
ん
だ
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
や

野
球
の
グ
ロ
ー
ブ
、鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
リ
コ
ー



　

Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
で
は
、中
国
で
の
植
林
事
業
を
担
当

視

例

水

設
工
事
で
は
、
そ
の
地
域
の
住
民
に
納
得
し
て

も
ら
え
る
よ
う
説
明
し
ま
す
。
た
と
え
理
不
尽

日本の国土
会議に出席

広

本
政

企

治
体
な
ど
と
の
協
力
体
制
を
積
極
的
に
構
築
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

10
月
３
日
、開
発
途
上
国
の
経
済
・
社
会
の

発
展
に
貢
献
し
た
個
人
と
事
業
に
贈
ら
れ
る

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
表
彰
」の
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
田
中
明
彦
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、東
日
本
大
震
災
で
世
界
各
地

か
ら
支
援
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
に
触
れ
、「
皆
さ

ん
の
活
躍
に
よ
っ
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
際
協
力
は

成
り
立
っ
て
い
る
。そ
れ
が
東
日
本
大
震
災
時
の

開
発
途
上
国
か
ら
の
支
援
に
つ
な
が
っ
た
と
思

う
」と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

国
際
協
力
で
顕
著
な
功
績
を
収
め
た
個
人

に
贈
ら
れ
る「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
賞
」専
門
家
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
で
は
、青
年
海
外
協
力
隊
と

し
て
グ
ア
テ
マ
ラ
の
村
お
こ
し
に
貢
献
し
、そ
の

経
験
を
生
か
し
て
中
越
地
震
や
東
日
本
大
震

災
の
復
興
支
援
に
携
わ
る
河
内
毅
さ
ん
、福
井

県
で
循
環
型
農
業
を
実
践
し
な
が
ら
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
田
谷
徹
さ

ん
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」後
の
エ
ジ
プ
ト
の
国
づ
く
り

の
計
画
策
定
に
貢
献
し
た
鳴
尾
眞
二
さ
ん
、西

ア
フ
リ
カ
で
住
民
参
加
型
の
学
校
改
善
を
支
援

し
た
原
雅
裕
さ
ん
の
４
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、国
際
協
力
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た

個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力

感
謝
賞
」は
、成
蹊
大
学
名
誉
教
授
の
廣
野
良

吉
さ
ん
ら
７
人
、国
際
緊
急
援
助
隊
医
療
チ
ー

ム
な
ど
10
団
体
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

02

　

国
内
最
大
級
の
国
際
協
力
イ
ベ
ン
ト

「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２

０
１
２
」（
外
務
省
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
共
催
）

が
、
10
月
６
、
７
日
に
東
京
・
日
比
谷

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
22
回
目
を

迎
え
た
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「Think 

G
lobal, Think G

reen

世
界
を
変
え
よ

う
。
未
来
を
つ
く
ろ
う
」。
国
際
機
関
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
大
使
館
、
民
間
企
業
な
ど
２

７
３
の
団
体
が
出
展
し
、
２
日
間
に
わ

た
っ
て
約
10
万
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
国
際
協
力
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
凝
ら
し
た
企
画
を
行
い
ま
し
た
。
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
６
日
に
「
な
ん
と

か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
著
名

人
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
押
切
も
え
さ
ん
が
登

場
。
今
年
６
月
に
視
察
で
訪
れ
た
ブ
ー

タ
ン
の
人
々
の
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
に

つ
い
て
、
公
益
社
団
法
人
日
本
環
境
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
田
儀
耕
司
さ
ん
と
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
農
村
開
発
部
の
大
島
歩
課
長
と
と

も
に
紹
介
し
ま
し
た
。
７
日
に
は
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
北
澤

豪
さ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
国
際
協
力

に
携
わ
っ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｏ

Ｂ
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
、「
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
に

目
標
を
達
成
す
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ

し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ブ
ー
ス
で
は
開
発
途

上
国
の
現
状
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
出
題

し
た
ほ
か
、
日
本
と
世
界
の
つ
な
が
り
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
パ
ネ
ル
で
紹
介
。「
な
ん
と
か
し
な

き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ブ
ー
ス
で
は
、

世
界
の
平
和
へ
の
思
い
を
込
め
て
書
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
世
界
地
図
に
貼
り

付
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ｆ
e
｜
国
際
協
力
な
ん
で

も
相
談
コ
ー
ナ
ー
｜
」
で
は
、
国
際
協

力
に
関
連
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
人
に

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た

ほ
か
、
国
際
協
力
レ
ポ
ー
タ
ー
や
国
際

緊
急
援
助
隊
の
派
遣
経
験
者
に
よ
る
活

動
紹
介
な
ど
、
途
上
国
の
現
場
か
ら
の

声
を
通
じ
て
、
国
際
協
力
の
情
報
を
発

信
し
ま
し
た
。

「グローバルフェスタＪＡＰＡＮ２０１２」開催

第８回「ＪＩＣＡ理事長表彰」表彰式を開催

01
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03　「世界の笑顔のために」プログラムで途上国に贈る物品を募集中！

進
め
る
た
め
の
工
夫

来場者に途上国の現状について理解を深めてもらった
JICAブース

押切もえさんらが参加したメインステージのトークショーで
は、多くの人が熱心に耳を傾けていた

表彰式参加者と田中理事長（前列左から3人目）
と堂道秀明副理事長（前列右から3人目）

日本から届いたグローブを手にするソロモン諸島
の子どもたち

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
遊
ん
だ
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
や

野
球
の
グ
ロ
ー
ブ
、鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
リ
コ
ー

ダ
ー
な
ど
、あ
な
た
の
家
に
眠
っ
て
い
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、開
発
途
上
国
で

必
要
と
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、教
育
、福

祉
な
ど
の
分
野
に
関
連
す
る
物
品
を
募
り
、派

遣
中
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
世
界

各
地
の
子
ど
も
た
ち
に
届
け
る
平
成
24
年
第
２

回「
世
界
の
笑
顔
の
た
め
に
」プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
で
き
る
身
近
な
国
際
協
力
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。皆
さ
ま
か
ら
の
物
品
の
ご
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
物
品
：「
募
集
物
品
一
覧
」に
記
載
さ
れ

て
い
る
物
品
で
、上
限
数
に
達
し
て
い
な
い
も
の
。 

応
募
方
法
：「
参
加
申
込
書
」に
必
要
事
項
を

記
入
し
、電
子
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
。

Ｅ
メ
ー
ル
：jicajv-egao@

jica.go.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３-

５
２
２
６-

６
３
７
９ 

応
募
締
切
日
：
11
月
15
日（
木
）

問
い
合
わ
せ
：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
事

務
局 

「
世
界
の
笑
顔
の
た
め
に
」プ
ロ
グ
ラ
ム
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３-

５
２
２
６-

9
1
9
6（
平
日
10

〜
12
時
半
、13
時
半
〜
17
時
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：w

w
w
.jica.go.jp/partner/sm

ile
/index.htm

l

（
参
加
申
込
書
、募
集
物
品
一

覧
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）



う
ず
高
く
積
ま
れ
た
ご
み
の
山
。
大
人
も
子

ど
も
も
皆
、
そ
の
中
を
黙
々
と
歩
き
回
り
、
電

気
部
品
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
、
お
金
に
な
る

物
を
探
し
て
い
る
。

「
す
ご
い
に
お
い
が
す
る
…
」

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
首
都
マ
ニ
ラ
か
ら
南
に
約
４

０
０
キ
ロ
。
イ
ロ
イ
ロ
市
の
カ
ラ
フ
ナ
ン
ご
み

廃
棄
場
を
視
察
し
た
の
は
、
北
陸
３
県
の
高
等

専
門
学
校
と
工
業
高
校
の
８
人
の
先
生
た
ち
。

今
年
８
月
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸
の
教
師
海
外
研
修
※

の
一
環
で
、こ
の
〝
ご
み
山
〞
を
訪
れ
た
。「
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
…
」。
ご
み
拾
い
で
生

計
を
立
て
る
人
々
の
生
活
に
衝
撃
を
受
け
て
い

た
。今

回
の
研
修
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
技
術
系
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」。
北
陸
は
コ
マ
ツ
や

Ｙ
Ｋ
Ｋ
と
い
っ
た
大
企
業
の
部
品
製
造
を
担
う

中
小
企
業
が
多
い
。
そ
の
技
術
力
に
は
定
評
が

あ
り
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
海
外
展
開
が
進
ん
で

い
る
。
そ
の
国
の
文
化
を
理
解
し
な
が
ら
、
現

地
の
従
業
員
と
共
に
働
く
―
。
北
陸
地
域
で
は
、

そ
ん
な
企
業
の
海
外
展
開
に
不
可
欠
な
「
技
術

系
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
の
必
要
性
へ
の
認
識
が

高
ま
っ
て
い
る
。
昨
年
11
月
に
は
、
石
川
工
業

高
等
専
門
学
校
と
金
沢
工
業
高
等
専
門
学
校
が

「
技
術
系
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
を
テ
ー
マ
に
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
。
理
工
系
学
生
や
教
員
な
ど
が

参
加
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸
も
「
国
際
協
力
と
い

う
仕
事
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

し
か
し
こ
こ
で
問
題
が
―
。「
内
向
き
の
若

者
が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
将
来

〝
海
外
で
働
く
〞
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る

生
徒
は
少
な
い
」
と
、
不
二
越
工
業
高
等
学
校

の
上
島
賢
秀
先
生
は
現
状
を
話
す
。
そ
こ
で
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸
は
、
将
来
の
技
術
者
を
育
成
す
る

先
生
た
ち
に
途
上
国
の
〝
現
場
〞
を
知
り
、
人

材
育
成
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
も
ら
お
う
と
、
今
年

の
教
師
海
外
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
す
る

こ
と
に
し
た
。

　
ご
み
山
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
貧
困
に
直
面

す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
が
、
も
う

一
つ
の
顔
が
あ
る
。
そ
れ
は
新

興
国
と
し
て
、
経
済
発
展
を
遂

げ
る
姿
だ
。
マ
ニ
ラ
市
近
郊
の

フ
ォ
ー
ト
ボ
ニ
フ
ァ
シ
オ
地
区

を
訪
れ
る
と
、
目
の
前
に
は
高

層
ビ
ル
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。

「
都
市
と
地
方
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

大
き
い
」「
発
展
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
感
じ
る
」
な
ど
、
参
加
者

か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
さ
ら
な
る
工

業
化
を
目
指
し
、
ま
さ
に
今
、

人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
教
育

制
度
改
革
で
は
、
初
等
教
育
６

年
、
中
等
教
育
４
年
の
後
に
、

新
た
に
２
年
間
の
大
学
進
学
コ

ー
ス
と
職
業
訓
練
コ
ー
ス
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
日
、
職
業
訓
練
コ
ー
ス

を
試
験
的
に
導
入
し
て
い
る
マ

ニ
ラ
首
都
圏
ケ
ソ
ン
市
に
あ
る

ド
ン
・
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ロ
セ
ス
科
学
技
術
高

校
を
訪
れ
た
先
生
た
ち
。
自
動
車
整
備
や
溶
接
、

木
工
な
ど
の
技
術
を
約
１
７
０
０
人
の
生
徒
が

学
ん
で
お
り
、
日
本
の
旗
を
振
っ
て
歓
迎
し
て

く
れ
た
。
日
本
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
紹
介
す

る
と
、「
日
本
の
高
校
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
導
入
し
た
い
が
、
受
け
入
れ
先
の
企

業
は
ど
う
決
め
て
い
る
の
か
」
な
ど
と
活
発
に

質
問
が
飛
ん
だ
。

　
ま
た
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
技
術
を
指
導
す
る
ガ
バ
ト
ゥ
ア
ン
国
立
総

合
高
校
や
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
工
学
部
も
訪
問
。

富
山
高
等
専
門
学
校
の
栂
伸
司
国
際
教
育
セ
ン

タ
ー
長
は
教
育
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
通
じ

て
、「
日
本
の
工
業
高
校
の
教
科
書
を
翻
訳
し

て
紹
介
す
る
な
ど
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
工
業
化
を

担
う
人
づ
く
り
を
手
助
け
で
き
る
の
で
は
」
と

感
想
を
話
し
た
。

　「
日
本
か
ら
距
離
が
近
く
て
英
語
も
通
じ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
日
本
企
業
に
と
っ
て
、
投
資
先

の
穴
場
な
の
で
す
」。
こ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
日

本
人
商
工
会
議
所
を
訪
問
し
た
時
に
、
藤
井
伸

夫
副
会
頭
か
ら
聞
い
た
言
葉
だ
。「
海
外
で
活

躍
す
る
技
術
者
を
育
て
る
側
の
人
間
と
し
て
、

世
界
の
経
済
・
社
会
状
況
を
も
っ
と
知
ら
な
く

て
は
」
と
先
生
た
ち
は
う
な
ず
い
て
い
た
。

　
続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
マ
ニ
ラ
近
郊
を
拠
点

と
す
る
日
系
企
業
の
三
菱
モ
ー
タ
ー
ズ
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
ズ
の
自
動
車
工
場
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内

向
け
に
３
つ
の
車
種
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
現

地
の
従
業
員
８
３
５
人
に
対
し
て
日
本
人
は
11

人
。「
現
地
の
人
々
と
円
滑
に
仕
事
を
進
め
る

に
は
、〝
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
だ
か
ら
〞〝
日
本
人
だ

か
ら
〞
と
い
っ
た
先
入
観
を
な
く
し
、
信
頼
関

係
を
築
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大

事
な
ん
で
す
ね
」
と
福
井
工
業
高
等
専
門
学
校

の
山
本
幸
男
教
授
は
振
り
返
っ
た
。

　
今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、「
実
際
に
現
場
で

経
験
す
る
大
切
さ
を
知
っ
た
」
と
い
う
先
生
た

ち
。
こ
れ
か
ら
は
、
海
外
の
工
場
で
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
や
途
上
国
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ツ
ア

ー
を
企
画
し
た
い
と
意
気
込
む
。
北
陸
か
ら
世

界
へ
と
羽
ば
た
く
若
い
力
を
は
ぐ
く
む
べ
く
、

北
陸
の
先
生
た
ち
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貧
困
問
題
を

目
の
当
た
り
に

経
済
発
展
を
担
う
人
を

育
て
る
現
場
へ

海
外
で
働
く
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
に

北
陸
企
業
の
海
外
展
開
を

担
う
人
材
を
育
て
る

多
く
の
中
小
企
業
が
拠
点
を
構
え
る
北
陸
地
域
。

海
外
展
開
が
活
発
化
す
る
中
、そ
の
成
功
の
カ
ギ
を
握
る
の
が〝
人
材
〞。

今
年
8
月
、若
手
技
術
者
の
学
び
舎
で
あ
る
高
等
専
門
学
校
と
工
業
高
校
の
先
生
た
ち
が
、

海
外
展
開
の
戦
力
と
な
る
人
材
育
成
の
ヒ
ン
ト
を
探
し
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
れ
た
。

※日本国内で開発教育／国際理解教育に関心を持つ教員を開発途上国に派遣する研修プログラム。JICA事業などの視察を通じて得た経験を、未来を担う子どもたちに
教育現場で還元してもらうことが目的。日本全国のJICAの国内機関が実施している。

世界とつながる
教室

ドン・アレハンドロ・ロセス科学技術高校で生徒と交流

フィリピン大学工学部でも日本の教育制度につい
て紹介し、意見交換を行った

カラフナンごみ廃棄場でごみを分別販売する
人々。彼らの生活向上を支援する日本のNGO 
LOOBの活動も見学した

ドン・アレハンドロ・ロセス科学技術高校では、職業訓練コースで自動車の
エンジン整備を生徒に指導していた

三菱モーターズ・フィリピンズの自動車
工場を見学。「進出して約50年と聞い
て驚いた。海外展開の成功例ですね」
と話す先生たち

と
が
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自
然
と
共
に
生
き
る

子
ど
も
た
ち

街
地
を
駆
け
抜
け
る
高
架
鉄
道
、
目

の
前
に
そ
び
え
立
つ
摩
天
楼
。
人
々

は
お
し
ゃ
れ
な
服
に
身
を
包
み
、
さ
っ
そ
う

と
通
り
を
歩
い
て
い
る
。
１
９
９
７
年
の
ア

ジ
ア
通
貨
危
機
を
経
て
も
な
お
、
着
実
に
発

展
を
続
け
る
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
。
東
南

ア
ジ
ア
有
数
の
大
都
会
だ
。

　
９
月
中
旬
、
こ
の
国
を
訪
れ
た
の
は
「
な

ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」※
著
名

人
メ
ン
バ
ー
の
田
中
雅
美
さ
ん
。
シ
ド
ニ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
競
泳
女
子
４
０
０
メ
ー
ト

ル
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
彼
女
は
、「
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

恩
返
し
を
し
た
い
」
と
、
引
退
後
は
社
会
貢

献
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
今

だ
か
ら
こ
そ
、
東
日
本
大
震
災
で
感
じ
た
世

界
と
の
〝
つ
な
が
り
〞
を
き
ち
ん
と
学
び
た

い
」。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
今
回
の
タ
イ
へ
の

訪
問
が
実
現
し
た
。

　
田
中
さ
ん
が
向
か
っ
た
先
は
、
北
部
の
街

チ
ェ
ン
ラ
イ
。
地
元
の
小
学
校
に
着
く
と
子

ど
も
た
ち
が
一
斉
に
駆
け
寄
っ
て
来
て
笑
顔

で
迎
え
て
く
れ
た
。
こ
の
学
校
は
、
公
益
財

団
法
人
オ
イ
ス
カ
が
実
施
す
る
「
子
供
の
森
」

計
画
の
参
加
校
。
15
年
前
か
ら
環
境
教
育
に

取
り
組
み
、
校
内
で
の
植
林
を
は
じ
め
、
近

隣
の
山
に
も
そ
の
活
動
を
広
げ
て
き
た
。
10

年
以
上
の
歳
月
を
経
て
成
長
し
た
木
々
は
、

木
陰
を
作
り
、
生
き
物
を
呼
び
戻
し
、
人
々

に
恵
み
を
も
た
ら
す
森
へ
と
成
長
を
遂
げ
て

い
た
。
現
在
は
地
域
ぐ
る
み
で
森
を
整
備
し
、

火
災
か
ら
守
る
た
め
の
訓
練
も
実
施
中
だ
。

　
子
ど
も
た
ち
の
案
内
で
森
の
中
に
入
り
、

採
れ
た
て
の
木
の
実
や
キ
ノ
コ
な
ど
を
手
渡

さ
れ
た
田
中
さ
ん
。
そ
の
〝
森
の
恵
み
〞
を

口
に
し
て
「
お
い
し
い
！
」
と
一
言
。
田
中

さ
ん
の
周
り
は
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
で
い
っ

ぱ
い
。
果
物
の
名
前
や
数
の
数
え
方
を
、
タ

イ
語
で
一
生
懸
命
教
え
て
い
る
姿
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　
チ
ェ
ン
ラ
イ
に
隣
接
す
る
パ
ヤ
オ
県
。
こ

こ
で
田
中
さ
ん
は
、
タ
イ
の
発
展
の
陰
に
潜

む
深
刻
な
社
会
問
題
に
直
面
す
る
。
そ
れ
は

人
身
取
引
。
急
速
な
経
済
成
長
に
伴
い
、ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
の
移
動
が
活
発
化
す
る
タ
イ
。

し
か
し
そ
の
陰
で
は
、
国
境
を
越
え
た
人
身

取
引
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
被
害
は
、

性
的
搾
取
の
対
象
と
さ
れ
る
子
ど
も
や
女
性

だ
け
で
な
く
、
労
働
搾
取
の
対
象
と
な
る
男

性
に
も
及
ん
で
い
る
。

　
心
に
傷
を
負
っ
た
人
々
が
立
ち
直
り
、
一

日
も
早
く
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
に
―
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
２
０
０
９
年
か
ら
「
人
身
取
引
被
害

者
保
護
・
自
立
支
援
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
バ
ン

コ
ク
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ヤ
オ
セ
ン

タ
ー
と
も
連
携
し
て
、
パ
ヤ

オ
に
帰
還
し
た
タ
イ
人
女
性

の
被
害
者
の
自
立
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。「
つ
ら
い

体
験
に
目
を
背
け
る
の
で
は

な
く
、
人
身
取
引
を
な
く
す

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
ま

す
」。
バ
ン
コ
ク
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
パ

ヤ
オ
セ
ン
タ
ー
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
話
に
、

田
中
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
。

　
そ
し
て
、
性
的
搾
取
に
遭
っ
た
一
人
の
女
性

に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。「
ふ
と
し
た
き

っ
か
け
で
、
い
つ
被
害
者
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
。
正
し
い
知
識
を
得
て
、
自
分
で
自
分
を
守

れ
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。

出
国
か
ら
帰
国
に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
今
置
か

れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
話
し
て
く
れ

た
。
こ
の
深
く
重
い
問
題
に
対
し
て
何
が
で
き

る
の
か
―
。「
す
ぐ
に
答
え
を
導
き
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
事
実
を
知
り
、
伝

え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」
と
田
中
さ

ん
は
話
し
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国
境
の
町
メ
ー
ソ
ッ
ト
で

は
、
約
４
万
６
０
０
０
人
が
暮
ら
す
メ
ラ
難

民
キ
ャ
ン
プ
を
訪
れ
た
。
い
つ
祖
国
に
帰
れ

る
か
分
か
ら
な
い
。〝
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
〞
の

中
で
生
活
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
の
た
め
に
、

公
益
社
団
法
人
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
会
が
図
書
館
の
運
営
を
支
援
し
て
い
る
。

　
難
民
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
過
酷
な
環
境
の
中

で
も
、
特
に
子
ど
も
た
ち
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

本
に
触
れ
る
こ
と
で
将

来
の
夢
や
目
標
を
持
っ

て
生
き
て
ほ
し
い
―
。

そ
ん
な
地
道
な
活
動
を

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
続
け

て
い
る
の
だ
。

　
水
泳
も
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
知
ら
な
い
子
ど
も

た
ち
に
、
田
中
さ
ん
は

『
お
よ
ぐ
』
と
い
う
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
す

る
。
ス
ト
ー
リ
ー
に
合

わ
せ
て
、
大
き
な
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
で〝
お
よ
ぐ
〞

田
中
さ
ん
。
そ
の
動
き

を
見
な
が
ら
、
手
足
を

懸
命
に
動
か
す
子
ど
も
た
ち
。
み
ん
な
の
ま
な

ざ
し
は
真
剣
そ
の
も
の
。
新
し
い
こ
と
を
目
い

っ
ぱ
い
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
伝
わ
っ

て
き
た
。

　
今
回
の
視
察
を
通
じ
て
、「
一
人
の
人
間
が

で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
、
小
さ
な
こ
と
で
も
発
信
し
続
け
て

い
け
ば
、
誰
か
が
何
か
を
感
じ
、
ま
た
違
っ
た

場
で
発
信
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
感

じ
た
と
い
う
田
中
さ
ん
。
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
は
何
か
―
。そ
れ
は「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
大
き
な
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

田
中
さ
ん
は
タ
イ
で
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
と

出
会
い
を
胸
に
、
す
で
に
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

発
信
を
始
め
て
い
る
。

特 別 レ ポ ー ト

in 

タ
イ

市発
展
の
陰
の
苦
し
み
を

取
り
除
く
た
め
に

難民キャンプの子どもたちに絵本を紹介する田中さん。
「キラキラした真っすぐな目で、一生懸命に聞いてくれて
うれしかったです」

「私たちは自然に生か
され、森に生かされて
いることを実感しまし
た」と田中さん。子ども
たちと一緒に植林活
動も行った

※
途
上
国
の
現
状
に
つ
い
て
知
り
、一
人
一
人
が
で
き
る
国
際
協
力

を
推
進
し
て
い
く
市
民
参
加
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。実
行
委
員
会

は
、N
P
O
法
人
国
際
協
力
N
G
O
セ
ン
タ
ー（
J
A
N
I
C
）、

J
I
C
A
、国
連
開
発
計
画（
U
N
D
P
）。

日
本
人
の
旅
行
先
と
し
て
も
人
気
が
高
い
タ
イ
。

し
か
し
そ
の
裏
側
に
は〝
知
ら
れ
ざ
る
〞さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
。

９
月
中
旬
、そ
の
真
実
と
向
き
合
う
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
田
中
雅
美
さ
ん
が
こ
の
国
を
訪
れ
た
。

田
中
雅
美
さ
ん

成
長
の
裏
側
で
見
た
一
面

写真＝五味誠一郎（JICA広報室）

［上］バンコクYMCAパヤオセンターのスタッフと、職業訓練の一環として
制作した民芸品を見学
［下］シャンティの現地副所長（左から2人目）と難民キャンプ内の家庭で話
を聞いた

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
子
ど
も
た
ち
に

本
を
読
む
機
会
を

“森の恵み”の調理は女性たちの仕事。
竹筒でのコメの炊き方を子どもたちに伝
えていく

タイ
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月
18
日
、第
67
回
国
連
総
会
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
幕
し

た
。野
田
佳
彦
首
相
は
、26
日
に
一
般
討
論

演
説
で「
明
日
へ
の
責
任
・
３
つ
の
叡
智
」を

テ
ー
マ
に
演
説
。次
世
代
の〝
世
界
〞へ
の
責

任
や
、「
人
間
の
安
全
保
障
」「
法
の
支
配
」

な
ど
の
重
要
性
に
つ
い
て
強
調
し
、国
際
的

な
課
題
解
決
に
向
け
て
、引
き
続
き
、日
本

が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を
示
し

た
。

　
国
連
総
会
は
、国
連
加
盟
の
全
１
９
３
カ

国
で
構
成
さ
れ
る
主
要
機
関
。
国
連
憲
章

の
範
囲
内
に
あ
る
問
題
や
、同
憲
章
に
定
め

ら
れ
た
機
関
の
権
限
・
任
務
な
ど
を
審
議
す

る
こ
と
が
目
的
で
、会
期
は
来
年
９
月
ま
で

の
１
年
間
だ
。

　
９
月
25
日
〜
10
月
１
日
に
行
わ
れ
た
一
般

討
論
演
説
は
、総
会
開
幕
後
に
例
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
。
国
連
事
務
総
長
や
総
会
議

長
、加
盟
国
の
首
脳
ら
が
、そ
れ
ぞ
れ
が
重

視
す
る
課
題
を
提
起
す
る
と
と
も
に
、自
身

の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
中
で
野
田
首
相
は
、「
こ
の
未
知
な

る
時
代
を
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
、今
試

さ
れ
て
い
る
の
は
知
識
や
情
報
の
量
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。人
類
が
培
っ
て
き
た
数
々
の〝
叡

智
〞の
進
化
が
問
わ
れ
て
い
る
と
私
は
考
え

ま
す
」と
述
べ
、①「
未
来
」を
慮
る
能
力
、

②
地
球
を
俯
瞰
す
る
視
点
、③
紛
争
を
ル
ー

ル
に
基
づ
い
て
理
性
的
に
処
理
す
る
作
法
と

い
う
３
つ
の〝
叡
智
〞を
活
用
し
、国
際
社
会

の
諸
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を
提

唱
し
た
。

　
ま
た
次
世
代
に
向
け
て
、財
政
健
全
化
や

持
続
可
能
な
経
済
の
実
現
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、一
人
一
人
の
視
点
か
ら
次
世
代
の

9

日本が掲げる
3つの叡智とは！？

ODA政策

国際会議

発
展
を
構
想
す
る
指
針
と
な
る「
人
間
の

安
全
保
障
」の
有
効
性
を
指
摘
。ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）の
達
成
や
、Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
期
限
後
の
新
た
な
開
発
目
標
の
策
定
に

向
け
て
、日
本
が
国
際
社
会
の
取
り
組
み
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
さ
ら
に
、国
家
間
の
紛
争
を
国
際
法
に
基

づ
い
て
、平
和
的
か
つ
理
性
的
に
解
決
す
る

た
め
に
は「
法
の
支
配
」が
重
要
で
あ
る
と

指
摘
。提
訴
さ
れ
た
国
は
裁
判
に
応
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
国
際
司
法
裁
判
所

（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）の「
強
制
管
轄
権
」の
受
諾
を
各

国
に
呼
び
か
け
た
。

　
野
田
首
相
が
国
連
総
会
に
出
席
す
る
の

は
２
回
目
。９
月
24
〜
26
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
滞
在
し
、ギ
ラ
ー
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首

相
や
ユ
ド
ヨ
ノ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
統
領
、

エ
ル
ベ
グ
ド
ル
ジ
・
モ
ン
ゴ
ル
大
統
領
、サ

月
９
日
、
日
本
側
か
ら
玄
葉
光
一

郎
外
相
、
枝
野
幸
男
経
済
産
業

相
、長
安
豊
国
土
交
通
省
副
大
臣
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
側
か
ら
ハ
ッ
タ
・
ラ
ジ
ャ
サ
経
済
担

当
調
整
相
、
ヒ
ダ
ヤ
ッ
ト
工
業
相
ら
が
参
加

し
、「
ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
投
資
促
進
特
別

地
域
（
Ｍ
Ｐ
Ａ
）」
構
想
を
議
論
す
る
第
３

回
運
営
委
員
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、Ｍ

Ｐ
Ａ
の
実
現
に
向
け
た
開
発
計
画
（
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
）が
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
は
、
２
０
２
０
年

ま
で
の
完
成
を
目
指
す
45
件
の
事
業
と
、

そ
の
う
ち
２
０
１
３
年
末
ま
で
の
着
工
を
目

指
す
18
件
の
早
期
実
施
事
業
が
含
ま
れ
て

い
る
。具
体
的
に
は
、
鉄
道
、
港
湾
、
空
港
、

電
力
な
ど
の
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

２
０
２
０
年
ま
で
の
事
業
規
模
は
約
３
兆
４

０
０
０
億
円
に
上
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
約
１
兆
円
に
つ
い
て
は
、
日
本
の

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
含
む
外
国
援

助
に
よ
る
資
金
手
当
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市
高
速
鉄
道
建

設
、チ
ラ
マ
ヤ
新
国
際
港
整
備
、ス
カ
ル
ノ
・

ハ
ッ
タ
国
際
空
港
拡
張
整
備
、
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
リ
サ
ー
チ
・
ク
ラ
ス
タ
ー
整
備
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
首
都
圏
下
水
道
整
備
の
５
つ
の
事

業
に
つ
い
て
は
、Ｍ
Ｐ
Ａ
を
象
徴
す
る
「
フ
ラ

ッ
グ
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
位
置

付
け
た
。

　
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
は
、２
０
１

０
年
12
月
に
政
府
間
で
署
名
さ
れ
た
Ｍ
Ｐ

Ａ
構
想
の
協
力
覚
書
に
基
づ
く
も
の
。す
で

に
２
０
１
１
年
５
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
調
査
を

開
始
し
て
お
り
、
調
査
チ
ー
ム
に
は
、
国
内

の
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
商
社
、
プ
ラ
ン

ト
、
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
11
社
が
参
加
し
た
。日

本
政
府
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
と
も
に
、
日
本
の
民

間
企
業
の
知
見
を
生
か
し
つ
つ
、
今
後
の
さ

ら
な
る
イ
ン
フ
ラ
輸
出
に
も
つ
な
げ
た
い
考

え
だ
。

10

ン
ト
ス
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
統
領
、ム
ル
ス
ィ

ー
・
エ
ジ
プ
ト
大
統
領
の
５
カ
国
の
首
脳
や

潘
基
文
国
連
事
務
総
長
、イ
ェ
レ
ミ
ッ
チ
第

67
回
国
連
総
会
議
長
と
も
会
談
。「
人
間
の

安
全
保
障
」が
テ
ー
マ
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
同

25
日
に
主
催
し
た
。

　
ま
た
、国
連
総
会
に
は
玄
葉
光
一
郎
外

相
も
出
席
。国
連
史
上
初
め
て
の「
法
の
支

配
」を
テ
ー
マ
と
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合（
24

日
）に
出
席
し
た
。さ
ら
に
ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト（
25
日
）の
主
催

や「
軍
縮
・
不
拡
散
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ（
Ｎ
Ｐ

Ｄ
Ｉ
）第
５
回
会
合
」（
26
日
）の
共
同
議
長

を
務
め
た
ほ
か
、安
保
理
改
革
に
関
す
る
Ｇ

４
外
相
会
合
な
ど
に
出
席
し
た
。玄
葉
外
相

は
ア
メ
リ
カ
や
中
国
、韓
国
、ロ
シ
ア
、イ
ギ

リ
ス
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
、イ
ラ
ン
の
外
相
ら
と
も

会
談
し
た
。

国際会議
「第67回国連総会」

「ジャカルタ首都圏投資促進特別地域（MPA）」

オールジャパンで
ジャカルタの都市開発を支援

「G8サイドイベント」

主要8カ国による
具体的取り組みがスタート！

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

主

協
力
枠
組
み
」が
策
定
さ
れ
て
い
た
。

　
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
で
は
、Ｇ
８
側
か
ら
は
米

国
国
際
開
発
庁（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）長
官
や
英

国
国
際
開
発
担
当
相
、外
務
省
ア
フ
リ
カ

部
長
ら
が
、ア
フ
リ
カ
側
か
ら
は
ア
フ
リ
カ

連
合（
Ａ
Ｕ
）委
員
会
委
員
長
、モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
外
務
協
力
相
、エ
チ
オ
ピ
ア
農
業
相
ら
が

そ
れ
ぞ
れ
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
た
。会
場
に

は
、メ
デ
ィ
ア
や
企
業
、市
民
組
織
を
含
め

て
、世
界
各
国
か
ら
約
１
２
０
人
が
集
ま
っ

た
。

　
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
シ
ャ
ー
長
官
は
、今
回
新

た
に
、ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
、モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
３
カ
国
に
対
す
る
国

別
協
力
枠
組
み
が
完
成
し
た
こ
と
を
発

表
。こ
れ
を
受
け
て
、ピ
ン
Ａ
Ｕ
委
員
会
委

員
長
は「
ニ
ュ
ー
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
革
新
的

な
官
民
連
携
の
形
で
あ
り
、す
で
に
民
間

企
業
か
ら
多
く
の
投
資
の
意
図
表
明
が
な

さ
れ
て
い
る
」と
歓
迎
し
た
。

要
８
カ
国（
Ｇ
８
）は
９
月
26
日
、国

連
総
会
に
合
わ
せ
て「
Ｇ
８
食
料
安

全
保
障
及
び
栄
養
の
た
め
の
ニ
ュ
ー
・
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
」の
取
り
組
み
や
進
捗
状
況
を
紹

介
す
る
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
開
い
た
。

　
ニ
ュ
ー
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、今
年
５
月
に

ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
Ｇ
８
首
脳
会
議（
サ

ミ
ッ
ト
）で
設
立
さ
れ
た
も
の
。ア
フ
リ
カ
地

域
の
食
料
安
全
保
障
の
実
現
と
栄
養
状
態

の
改
善
を
目
指
し
て
、Ｇ
８
と
ア
フ
リ
カ
各

国
、民
間
企
業
が
共
同
で
進
め
る
官
民
連

携
の
取
り
組
み
だ
。
資
金
調
達
や
技
術
の

普
及
、農
業
リ
ス
ク
管
理
の
支
援
な
ど
を

通
じ
て
、「
10
年
間
で
５
０
０
０
万
人
を
貧

困
か
ら
脱
却
さ
せ
る
」と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。こ
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
先
駆
け
て
、

エ
チ
オ
ピ
ア
、ガ
ー
ナ
、タ
ン
ザ
ニ
ア
の
３
カ

国
に
対
し
て
農
業
分
野
で
の
民
間
投
資
を

促
進
す
る
た
め
の
具
体
的
な
計
画「
国
別

野田首相と潘基文国連事務総長との会談

「法の支配」に関するハイレベル会合

え
い 

ち

ふ 

か
ん

お
も
ん
ぱ
か

3つの叡智（一部抜粋）

民間の活力を使って食料安全保障と栄
養状態の改善を実現し、10年間で
5,000万人を貧困から脱却させる

①「未来」を慮る能力

②地球を俯瞰する視点

③紛争をルールに基づいて理性的に処理する作法

・「緑の未来イニシアティブ」を通じて、「持続可能な成
長」の模索を提唱。
・原発に依存しない社会を目指し、グリーンエネルギー
への移行と経済成長の確保を両立。
・アフリカ支援、アフガニスタンの復興、南スーダンの
国づくり、ミャンマーの民主化と国民和解に向けた支
援を強化し、「人間の安全保障」を増進。

・唯一の被爆国として「核兵器のない世界」を先導。
・世界の平和、安定、繁栄の基礎となる「法の支配」の
確立、強化。
・領土や海域をめぐる紛争に対して、国際法に従い平和
的な解決を図っていく。

・今を生きる世代が「未来」を慮る力を発揮し財政健
全化を図る。
・課題を先送りせず、「決断する国」に変わるべく第一
歩を踏み出す。

首都を変える！？ 日本が支援予定の都市インフラ

ニュー・アライアンス、ここがポイント！

ニュー・アライアンス対象国

高層ビルが立ち並ぶジャカルタ市内。近代化が進む中、新たな
インフラ整備が必要とされている（撮影：久野真一）

ガーナで湿地帯の天水を利用した稲作を日本人専門家が指導
（撮影：飯塚明夫）

国際港 ジャカルタ東部の産業地帯

大量輸送システム 道路網

上下水道 ごみ処理

洪水対策 電力

エチオピア

タンザニア

モザンビーク

ガーナ
コートジボワール

ブルキナファソ
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地球ギャラリー vol.50

地球ギャラリー vol.50

Senegal
［セネガル］

写真・文＝久野 真一（JICA広報室）

荒れた海に分け入り、荷揚げをする男性たち。
日本の食卓に並ぶ魚介類の中にも、この海か
ら運ばれているものがある

地球ギャラリー vol.50

　
し
か
し
、
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
セ
ネ

ガ
ル
に
も
、
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
。

　
大
西
洋
に
面
し
て
約
１
０
０
キ
ロ
に
わ

た
っ
て
延
び
る
海
岸
線
。
こ
の
周
辺
は
漁

業
が
盛
ん
で
、
日
本
に
も
多
く
の
海
産
物

を
輸
出
し
て
い
る
。
首
都
に
は
、
日
本
の

築
地
市
場
を
想
像
さ
せ
る
魚
市
場
も
あ

る
。
１
９
８
９
年
に
日
本
の
支
援
で
建
設

さ
れ
、
以
降
、
衛
生
管
理
や
流
通
の
仕
組

み
な
ど
の
指
導
を
日
本
人
専
門
家
が
続
け

て
き
た
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、
セ
ネ
ガ
ル
人
の
主

食
は
コ
メ
。
日
本
と
同
様
に
水
稲
栽
培
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、
セ
ネ
ガ
ル
川
か
ら
の

か
ん
が
い
用
水
の
整
備
を
日
本
が
支
援

し
、
二
期
作
の
導
入

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
意
外
だ
が
、

日
本
の
国
技
で
あ
る

相
撲
が
盛
ん
だ
と
い

う
。
長
身
の
男
性
が

多
く
、
プ
ロ
の
力
士
と

も
な
る
と
筋
骨
た
く

ま
し
い
。
試
合
の
あ
る

日
に
は
テ
レ
ビ
の
あ

る
家
に
人
が
集
ま
り
、

一
緒
に
観
戦
し
て
い

る
そ
う
だ
。
日
本
の

昭
和
30
年
代
の
光
景

と
も
重
な
る
。

　
と
は
言
っ
て
も
、
や
は
り
地
理
的
に
は

遠
い
。
ア
ジ
ア
人
の
区
別
は
つ
か
な
い
と

答
え
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
し
か
し
少
し

ず
つ
変
化
が
。そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
が
、

セ
ネ
ガ
ル
が
旧
宗
主
国
の
フ
ラ
ン
ス
を
破

っ
た
２
０
０
２
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
。
こ
の
時
か
ら
、
開
催
地
と
な
っ

た
日
本
が
国
民
の
多
く
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

　
遠
く
離
れ
た
最
西
端
の
国
で
見
た
も

の
。
そ
の
一
つ
一
つ
を
ひ
も
と
い
て
い
く

と
、そ
こ
に
は
確
か
に
、私
た
ち
と
の
〝
つ

な
が
り
〞
が
あ
っ
た
。

広
が
っ
て
い
る
が
、
雨
が
多
く
緑
が
広
が

っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

　
あ
る
日
、『
星
の
王
子
様
』
の
著
者
、

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ベ
リ
が
同
書
を
書
き
上

げ
た
地
と
し
て
有
名
な
サ
ン
ル
イ
を
訪
れ

る
と
、
突
然
、
大
雨
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
数
十
キ
ロ
南
下
し
た
街
で

は
、
こ
こ
数
週
間
、
雨
が
降
っ
て
い
な
い

日
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。　

　
ど
こ
に
行
っ
て
も
見
ら
れ
る
の
が
フ
ラ

ン
ス
植
民
地
時
代
の
面
影
。
ア
フ
リ
カ
の

中
で
も
早
い
時
期
か
ら
植
民
地
だ
っ
た
セ

ネ
ガ
ル
。
黒
人
奴
隷
の
積
み
出
し
港
と
な

り
、
１
９
６
０
年
に
独
立
を
果
た
す
ま
で

苦
難
が
続
い
た
。

　
イ
ス
ラ
ム
教
国
の
色
合
い
も
強
い
。
街

中
で
丸
い
容
器
を
手
に
お
布
施
を
求
め
て

歩
き
回
る
〝
タ
リ
べ
〞
と
呼
ば
れ
る
子
ど

も
に
出
会
っ
た
。
親
元
か
ら
離
れ
て
イ
ス

ラ
ム
導
師
の
〝
マ
ラ
ブ
ー
〞
に
預
け
ら
れ

て
い
る
そ
う
だ
。
日
本
人
の
感
覚
で
は
、

小
さ
い
こ
ろ
は
親
と
一
緒
に
過
ご
す
の
が

一
番
と
思
っ
て
し
ま
う
が
、
セ
ネ
ガ
ル
人

い
わ
く
、
忍
耐
力
や
仲
間
と
の
共
同
意
識

を
は
ぐ
く
む
上
で
も
重
要
だ
と
い
う
。

　
２
０
１
２
年
８
月
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の

最
西
端
に
位
置
す
る
セ
ネ
ガ
ル
を
訪
れ

た
。

　
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た
東
京
か
ら
約
15
時

間
、
首
都
ダ
カ
ー
ル
は
意
外
と
涼
し
い
。

８
月
は
雨
期
の
終
盤
。
灰
色
の
雲
が
立
ち

込
め
、
時
折
、
も
の
す
ご
い
雨
が
降
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
国
の
気
温
は
一
様
で
は

な
い
。
面
積
は
日
本
の
約
半
分
で
、
ア
フ

リ
カ
大
陸
の
中
で
も
小
さ
い
。
国
土
の
北

側
は
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
端
。
乾
燥
地
帯
が

鉱物の影響でピンク色に染まるレトバ湖周辺は塩の産地。パリ・ダカールラリーの終着点としても知られる

セネガル人は魚をよく食す。アップル
マンゴーや落花生も人気だ

首都の沖合に浮かぶ世界遺産にも指定されているゴレ島。かつて奴隷貿易の拠点だった

洗面器を持ってさまようタリベたち。彼らはその道の先に何を見ているのだろうか

サンルイの浜辺でサッカーを楽しむ若者。ラマ
ダンで断食中にもかかわらず、その瞬発力に目
を奪われた

日の出に向かって祈りをささげる男性

最 西 端 の国 から

Senegal
［セネガル］

写真・文＝久野 真一（JICA広報室）

日本の支援で建設されたダカール魚市場。日の出前から多くの
人が働いている。ハエも少なく、衛生管理も行き届いている

ダカール市内のケルメル市場。セネガル相撲の
スター力士の写真が所狭しと並べられている

セネガルの家庭料理の定番
「チェブジェン」。ウォロフ語で
「チェブ」はコメ、「ジェン」は魚
の意味

日本のスーパーに並ぶ
タコはセネガル近海産
が多い

首都 ： ダカール
面積 ： 19万7,161㎢（日本の約半分）
人口 ： 約1,277万人（2011年）
言語 ： フランス語、ウォロフ語など各民族語
宗教 ： イスラム教、キリスト教、伝統的宗教
1人当たり国民総所得（GNI） ： 1,070ドル（2011年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、パリなどで乗り継ぐのが一般的。
通貨 ： CFAフラン（XOF）　1XOF＝約0.16円（2012年10月現在）
気候 ： 6～10月が雨期、11～5月が乾期。雨期には気温が35度を
超えるが、乾期には20度を下回ることもある。

セネガル料理
鶏肉のマリネ煮込み
「ヤサ」

　長年フランスの植民地だったセネガル
は、ワインやレモン汁に食材を漬ける「マリ
ネ」、野菜の中に肉などを詰める「ファル
シ」などフランス料理の影響が残る。　
　朝晩の1日2食が基本。主食はコメだ
が、クスクスに似た「チェレ」やパンもよく食
べられ、肉や魚、野菜をふんだんに使った
おかずと一緒に食卓に並ぶ。その中でも、
家庭料理の定番の一つが「ヤサ」。鶏肉と
タマネギをマリネして煮込んだもので、レモ
ンの酸味がほのかに効いた優しい味わ

い。鶏肉を魚に変えたり、トマトを加えたり、
味やトッピングをアレンジしてもよい。
　セネガルでは、家族そろって食事を取る
習慣を大切にしている。大きな鍋で調理し
た料理を大家族で囲んで食べる。どんな
に貧しくても、イスラム文化のおもてなしの
精神「テランガ」からか、家の近くを通った
人にも声をかけて料理を振る舞う光景が
よく見られる。
　東京・吉祥寺にある「アフリカ大陸」で
は、日本からセネガルへ何度も足を運んで
料理を学んだファンタ・ミホ店長が西アフリ
カ料理を提供。月数回、アフリカ音楽のライ
ブ演奏も楽しめる。

【材料（3人前）】
鶏肉500g／タマネギ1個／レモン2
分の1個／Ａ：からし大さじ1・ニンニク
少 ・々塩コショウ少々／ブイヨン1個／
ご飯
【作り方】
1.一口大に切った鶏肉、薄切りにした
タマネギ、Ａにレモン汁を加えて混ぜ
合わせ、1時間ほど置く。

2.1から鶏肉を取り出し、油大さじ2を
引いたフライパンで焼き色がつくま
で炒め、一度取り出しておく。

3.1からタマネギを取り出し、同じフライ
パンでしんなりするまで炒めたら、1
の残り汁、2、ブイヨンを入れ、約5分
煮る。

4.ご飯に盛りつけたら出来上がり。
☆お好みでトウガラシを加えてもOK。

〒180-0003　東京都武蔵野市吉祥寺南町2-13-4　
オフィスワンB103　
TEL：0422-49-7302　
営業時間：18時半～2時　月曜、第1・3水曜定休　
URL：www.yashizake.com/

アフリカ大陸

ダカール
サンルイ

気温40度の暑さの中、コメの脱穀をする女性たち。カラフルな衣装がよく映える
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荒れた海に分け入り、荷揚げをする男性たち。
日本の食卓に並ぶ魚介類の中にも、この海か
ら運ばれているものがある
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し
か
し
、
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
セ
ネ

ガ
ル
に
も
、
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
。

　
大
西
洋
に
面
し
て
約
１
０
０
キ
ロ
に
わ

た
っ
て
延
び
る
海
岸
線
。
こ
の
周
辺
は
漁

業
が
盛
ん
で
、
日
本
に
も
多
く
の
海
産
物

を
輸
出
し
て
い
る
。
首
都
に
は
、
日
本
の

築
地
市
場
を
想
像
さ
せ
る
魚
市
場
も
あ

る
。
１
９
８
９
年
に
日
本
の
支
援
で
建
設
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れ
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以
降
、
衛
生
管
理
や
流
通
の
仕
組

み
な
ど
の
指
導
を
日
本
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専
門
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が
続
け

て
き
た
。
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さ
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。

　
さ
ら
に
意
外
だ
が
、

日
本
の
国
技
で
あ
る

相
撲
が
盛
ん
だ
と
い

う
。
長
身
の
男
性
が

多
く
、
プ
ロ
の
力
士
と

も
な
る
と
筋
骨
た
く

ま
し
い
。
試
合
の
あ
る

日
に
は
テ
レ
ビ
の
あ
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。
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キ
ロ
に
わ

た
っ
て
延
び
る
海
岸
線
。
こ
の
周
辺
は
漁

業
が
盛
ん
で
、
日
本
に
も
多
く
の
海
産
物

を
輸
出
し
て
い
る
。
首
都
に
は
、
日
本
の

築
地
市
場
を
想
像
さ
せ
る
魚
市
場
も
あ

る
。
１
９
８
９
年
に
日
本
の
支
援
で
建
設

さ
れ
、
以
降
、
衛
生
管
理
や
流
通
の
仕
組

み
な
ど
の
指
導
を
日
本
人
専
門
家
が
続
け

て
き
た
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、
セ
ネ
ガ
ル
人
の
主

食
は
コ
メ
。
日
本
と
同
様
に
水
稲
栽
培
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、
セ
ネ
ガ
ル
川
か
ら
の

か
ん
が
い
用
水
の
整
備
を
日
本
が
支
援

し
、
二
期
作
の
導
入

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
意
外
だ
が
、

日
本
の
国
技
で
あ
る

相
撲
が
盛
ん
だ
と
い

う
。
長
身
の
男
性
が

多
く
、
プ
ロ
の
力
士
と

も
な
る
と
筋
骨
た
く

ま
し
い
。
試
合
の
あ
る

日
に
は
テ
レ
ビ
の
あ

る
家
に
人
が
集
ま
り
、

一
緒
に
観
戦
し
て
い

る
そ
う
だ
。
日
本
の

昭
和
30
年
代
の
光
景

と
も
重
な
る
。

　
と
は
言
っ
て
も
、
や
は
り
地
理
的
に
は

遠
い
。
ア
ジ
ア
人
の
区
別
は
つ
か
な
い
と

答
え
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
し
か
し
少
し

ず
つ
変
化
が
。そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
が
、

セ
ネ
ガ
ル
が
旧
宗
主
国
の
フ
ラ
ン
ス
を
破

っ
た
２
０
０
２
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
。
こ
の
時
か
ら
、
開
催
地
と
な
っ

た
日
本
が
国
民
の
多
く
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

　
遠
く
離
れ
た
最
西
端
の
国
で
見
た
も

の
。
そ
の
一
つ
一
つ
を
ひ
も
と
い
て
い
く

と
、そ
こ
に
は
確
か
に
、私
た
ち
と
の
〝
つ

な
が
り
〞
が
あ
っ
た
。

広
が
っ
て
い
る
が
、
雨
が
多
く
緑
が
広
が

っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

　
あ
る
日
、『
星
の
王
子
様
』
の
著
者
、

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ベ
リ
が
同
書
を
書
き
上

げ
た
地
と
し
て
有
名
な
サ
ン
ル
イ
を
訪
れ

る
と
、
突
然
、
大
雨
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
数
十
キ
ロ
南
下
し
た
街
で

は
、
こ
こ
数
週
間
、
雨
が
降
っ
て
い
な
い

日
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。　

　
ど
こ
に
行
っ
て
も
見
ら
れ
る
の
が
フ
ラ

ン
ス
植
民
地
時
代
の
面
影
。
ア
フ
リ
カ
の

中
で
も
早
い
時
期
か
ら
植
民
地
だ
っ
た
セ

ネ
ガ
ル
。
黒
人
奴
隷
の
積
み
出
し
港
と
な

り
、
１
９
６
０
年
に
独
立
を
果
た
す
ま
で

苦
難
が
続
い
た
。

　
イ
ス
ラ
ム
教
国
の
色
合
い
も
強
い
。
街

中
で
丸
い
容
器
を
手
に
お
布
施
を
求
め
て

歩
き
回
る
〝
タ
リ
べ
〞
と
呼
ば
れ
る
子
ど

も
に
出
会
っ
た
。
親
元
か
ら
離
れ
て
イ
ス

ラ
ム
導
師
の
〝
マ
ラ
ブ
ー
〞
に
預
け
ら
れ

て
い
る
そ
う
だ
。
日
本
人
の
感
覚
で
は
、

小
さ
い
こ
ろ
は
親
と
一
緒
に
過
ご
す
の
が

一
番
と
思
っ
て
し
ま
う
が
、
セ
ネ
ガ
ル
人

い
わ
く
、
忍
耐
力
や
仲
間
と
の
共
同
意
識

を
は
ぐ
く
む
上
で
も
重
要
だ
と
い
う
。

　
２
０
１
２
年
８
月
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の

最
西
端
に
位
置
す
る
セ
ネ
ガ
ル
を
訪
れ

た
。

　
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た
東
京
か
ら
約
15
時

間
、
首
都
ダ
カ
ー
ル
は
意
外
と
涼
し
い
。

８
月
は
雨
期
の
終
盤
。
灰
色
の
雲
が
立
ち

込
め
、
時
折
、
も
の
す
ご
い
雨
が
降
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
国
の
気
温
は
一
様
で
は

な
い
。
面
積
は
日
本
の
約
半
分
で
、
ア
フ

リ
カ
大
陸
の
中
で
も
小
さ
い
。
国
土
の
北

側
は
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
端
。
乾
燥
地
帯
が

鉱物の影響でピンク色に染まるレトバ湖周辺は塩の産地。パリ・ダカールラリーの終着点としても知られる

セネガル人は魚をよく食す。アップル
マンゴーや落花生も人気だ

首都の沖合に浮かぶ世界遺産にも指定されているゴレ島。かつて奴隷貿易の拠点だった

洗面器を持ってさまようタリベたち。彼らはその道の先に何を見ているのだろうか

サンルイの浜辺でサッカーを楽しむ若者。ラマ
ダンで断食中にもかかわらず、その瞬発力に目
を奪われた

日の出に向かって祈りをささげる男性

最 西 端 の国 から

Senegal
［セネガル］

写真・文＝久野 真一（JICA広報室）

日本の支援で建設されたダカール魚市場。日の出前から多くの
人が働いている。ハエも少なく、衛生管理も行き届いている

ダカール市内のケルメル市場。セネガル相撲の
スター力士の写真が所狭しと並べられている

セネガルの家庭料理の定番
「チェブジェン」。ウォロフ語で
「チェブ」はコメ、「ジェン」は魚
の意味

日本のスーパーに並ぶ
タコはセネガル近海産
が多い

首都 ： ダカール
面積 ： 19万7,161㎢（日本の約半分）
人口 ： 約1,277万人（2011年）
言語 ： フランス語、ウォロフ語など各民族語
宗教 ： イスラム教、キリスト教、伝統的宗教
1人当たり国民総所得（GNI） ： 1,070ドル（2011年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、パリなどで乗り継ぐのが一般的。
通貨 ： CFAフラン（XOF）　1XOF＝約0.16円（2012年10月現在）
気候 ： 6～10月が雨期、11～5月が乾期。雨期には気温が35度を
超えるが、乾期には20度を下回ることもある。

セネガル料理
鶏肉のマリネ煮込み
「ヤサ」

　長年フランスの植民地だったセネガル
は、ワインやレモン汁に食材を漬ける「マリ
ネ」、野菜の中に肉などを詰める「ファル
シ」などフランス料理の影響が残る。　
　朝晩の1日2食が基本。主食はコメだ
が、クスクスに似た「チェレ」やパンもよく食
べられ、肉や魚、野菜をふんだんに使った
おかずと一緒に食卓に並ぶ。その中でも、
家庭料理の定番の一つが「ヤサ」。鶏肉と
タマネギをマリネして煮込んだもので、レモ
ンの酸味がほのかに効いた優しい味わ

い。鶏肉を魚に変えたり、トマトを加えたり、
味やトッピングをアレンジしてもよい。
　セネガルでは、家族そろって食事を取る
習慣を大切にしている。大きな鍋で調理し
た料理を大家族で囲んで食べる。どんな
に貧しくても、イスラム文化のおもてなしの
精神「テランガ」からか、家の近くを通った
人にも声をかけて料理を振る舞う光景が
よく見られる。
　東京・吉祥寺にある「アフリカ大陸」で
は、日本からセネガルへ何度も足を運んで
料理を学んだファンタ・ミホ店長が西アフリ
カ料理を提供。月数回、アフリカ音楽のライ
ブ演奏も楽しめる。

【材料（3人前）】
鶏肉500g／タマネギ1個／レモン2
分の1個／Ａ：からし大さじ1・ニンニク
少 ・々塩コショウ少々／ブイヨン1個／
ご飯
【作り方】
1.一口大に切った鶏肉、薄切りにした
タマネギ、Ａにレモン汁を加えて混ぜ
合わせ、1時間ほど置く。

2.1から鶏肉を取り出し、油大さじ2を
引いたフライパンで焼き色がつくま
で炒め、一度取り出しておく。

3.1からタマネギを取り出し、同じフライ
パンでしんなりするまで炒めたら、1
の残り汁、2、ブイヨンを入れ、約5分
煮る。

4.ご飯に盛りつけたら出来上がり。
☆お好みでトウガラシを加えてもOK。

〒180-0003　東京都武蔵野市吉祥寺南町2-13-4　
オフィスワンB103　
TEL：0422-49-7302　
営業時間：18時半～2時　月曜、第1・3水曜定休　
URL：www.yashizake.com/

アフリカ大陸

ダカール
サンルイ

気温40度の暑さの中、コメの脱穀をする女性たち。カラフルな衣装がよく映える



セネガルが力を入れているのが民間セクターの振興。日本は1982年に無償資金協力で
「セネガル・日本職業訓練センター」を建設し、84年から情報処理や自動車整備、電子機
械などの分野で、若手技術者を日本人専門家が指
導。現在は他のアフリカ諸国からも研修員を受け入れ
るまでに成長し、卒業生の技術力も高いと評判だ。同
センター校長はその実績が評価され、2011年春の
叙勲で旭日双光章を受章している。2012年からは重
機保守などコースの新設に向け、JICAの支援の下、
カリキュラムの作成に取り組んでいる。

経済発展のための基盤整備

第一次産業の振興

■
■

職業訓練センターで技術を身に付ける

JICAの支援

JICAの活動
in セネガル

地球ギャラリー vol.50
産業振興を担う人材育成

セネガルの主食であるコメは、実は日本よりも一人当たりの消費量
が多い。しかし国内自給率は約2割で、国内消費の大部分を輸入
に頼っている。食料の安定供給のためにもコメの生産性向上は喫
緊の課題だが、雨水を利用した農法では天候に左右され、生産量
が安定しなかった。そこでJICA
が支援しているのが農業用水
の確保。セネガル川から水を運
ぶためのかんがい施設を整備
し、その施設を農家の人々が維
持管理できるよう、JICA専門家
が修繕方法などを指導している。

セネガルで魚は人気の食材の一つ。しかし、人口の増加などで漁が
過剰に行われ、漁業資源が不足。漁獲
量は1990年代後半をピークに減少し
ている。そこでJICAは持続的な漁業を
目指し、セネガル水産局と協働で近海
の漁業資源量を調査。その情報を基に
漁獲制限を設けるなど、海の資源を計
画的に利用するための取り組みを進め
ている。また、地域ごとに漁民たちのグ
ループを立ち上げてセミナーを開催し、
漁業資源管理への理解を広めている。

行政と漁民が共に漁業資源を管理

1960年の独立以来、西アフリカの
中でも政情が安定しているセネガ
ル。JICAは着実な経済発展を目指
し、職業訓練を通じた人材育成、農
業や漁業などの第一次産業の振興
を支援している。

かんがい施設の適切な利用でコメの安定生産を

1

食料安全保障に向けた農業振興2 持続的な漁業の推進3

写真＝久野真一

ここが
ポイント！
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新 着 情 報

B  OOK

『あの日私たちは東北へ向かった
国際協力NGOと3・11』
開発途上国の課題解決のために活動する国際協力NGO。
その経験を生かし、東日本大震災時には多くの団体が東北
に駆け付け、救援物資の提供から
被災者のこころのケアまで幅広く
活躍した。“国境に関係なく困って
いる人を助ける”という活動理念
の下、今もなお被災地支援を続け
る人々。海外の災害現場や紛争
地で培ったノウハウがどう東北の
被災地で生かされたか、実際に支
援に携わったNGOスタッフの体
験談を交えながら紹介する。

B  OOK

『ノーベル平和賞で世の中がわかる』
紛争解決、貧困削減、人権擁護などの活動を通して、世界平
和に貢献してきた個人・団体に贈られるノーベル平和賞。
2010年に中国の人権活動家・劉暁波氏が受賞し、世界中
から注目を集めたのは記憶に新し
い。111年のノーベル平和賞の歴
史は現代史そのもの。受賞者の活
動は、その時代の国際問題を反映
している。本書ではノーベル平和
賞の歴代受賞者と、受賞に至る経
緯をジャーナリストの池上彰氏が
分かりやすく解説する。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

会期：11月23日（金）～12月2日（日）
会場：有楽町朝日ホール、東劇、TOHOシネマズ日劇ほか（東京）
URL：http://filmex.net/2012/
問：東京フィルメックス事務局
TEL：03-3560-6393

し

映

経
が

池上彰 著
マガジンハウス
1,575円（税込）

『第13回東京フィルメックス／
TOKYO FILMeX2012』
映画を通じて世界を知る―。世界各国から独創的な作品を集めた
「第13回東京フィルメックス」。イラクなどの若手監督が手掛けた9
作品が参加するコンペティションが行われるほか、スリランカやフィ
リピンなどを舞台にした新作がそろう特別招待作品など、全46作
品が上映される。日本はもちろん、アジアや中東、ヨーロッパから届
いた作品を通して、社会を見つめるさまざまな視点を知る貴重な機
会になるはず。

『国際交流・協力の日』
子どもから大人まで、楽しみながら国際協力に触れられるイベントが
広島で開催される。メイン会場の広島国際会議場では、今年の夏
に開発途上国を訪れた教師海外研修の参加者と国際協力レポー
ターのトークセッション、医師の桑山紀彦さんと音楽を交えて国際協
力について考える「地球のステージ」などが必見。そのほかにも、広
島を拠点とするNGOや大学などがそれぞれの取り組みについて紹
介する。さまざまなアクターによる“学び”から、国際協力への一歩を
踏み出してみよう。

E  VENT

M  OVIE

多賀秀敏 編著
NPO法人国際協力NGOセンター 著
早稲田大学出版部
987円（税込）

会期：11月18日（日）10時～16時半
会場：広島国際会議場、平和記念公園、平和大通り緑地帯 
URL：www.pcf.city.hiroshima.jp/ircd/
問：「国際交流・協力の日」実行委員会事務局
公益財団法人広島平和文化センター 国際部 国際交流・協力課
TEL：082-242-8879

コンペティション参加作品『111人の少女』
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﹇
８
月
号 
特
集 

水
と
衛
生
「
一
滴
の
重
み
」
を
読
ん
で
﹈

■
水
と
衛
生
の
特
集
は
、
大
変
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
日
本
人

が
使
う
水
、
途
上
国
や
ア
フ
リ
カ
の
国
が
使
う
水
の
量
の
違
い
に

驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
の
取
り
組
み
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
の
方

の
取
り
組
み
に
も
感
動
し
ま
し
た
。　

 

（
埼
玉
県
／
男
性
／
47
歳
）

■「
清
潔
な
水
さ
え
あ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
を
病
気
か
ら
70
％
防

げ
る
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
普
段
当
た
り
前
に
使

っ
て
い
る
水
の
大
切
さ
を
考
え
直
す
良
い
機
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
大
分
県
／
女
性
／
30
歳
）

■
８
月
号
特
集
の
「
一
滴
の
重
み
」
に
は
、
強
く
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
何
気
な
い
気
付
か
れ
な
い
水
の
恵
み
を
、
す
べ
て
の
人

が
大
切
に
す
る
気
配
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
も
っ

と
も
っ
と
強
く
認
識
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
手
県
／
男
性
／
71
歳
）

﹇
９
月
号 

特
集 

公
共
財
政
管
理
「
国
を
支
え
る
お
金
の
し
く
み
」

を
読
ん
で
﹈

■
特
集
公
共
財
政
管
理
と
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
が
興
味
深
か
っ
た
。
お

金
と
い
う
と
、
最
近
は
少
し
違
っ
て
き
て
い
る
が
、
汚
れ
た
も
の

と
い
う
考
え
が
根
深
い
。
私
は
、
す
べ
て
の
人
が
お
金
に
つ
い
て
正

し
い
使
用
法
と
考
え
方
を
知
れ
ば
、
貧
富
の
差
が
な
く
な
り
、
戦

争
も
な
く
な
る
と
思
っ
て
い
る
。　
　

   （
福
岡
県
／
男
性
／
64
歳
）

■
末
吉
竹
二
郎
氏
の
「
世
界
が
良
く
な
っ
て
、
初
め
て
日
本
も
良

く
な
る
」
の
言
葉
に
共
感
し
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、

国
益
を
追
求
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、「
共
生
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
お
か
げ
さ
ま
で
」
と
い
う
言

葉
が
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
同
じ
よ
う
に
世
界
の
共
通
語
に
な
る

日
が
来
れ
ば
、
世
界
は
も
っ
と
良
く
な
る
は
ず
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 （
静
岡
県
／
男
性
／
51
歳
）
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次号予告（2012年12月1日発行予定）

地球規模課題と科学技術
日本が誇る科学技術を使って、地球が直面している課題に挑む―。JICA
が独立行政法人科学技術振興機構と協働で実施している「地球規模課
題対応国際科学技術協力（SATREPS）」の取り組みを紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担
いただく形でご送付いたします。巻末
の払込取扱票に、氏名・住所・電話番
号・ご希望の送付期間・送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かか
ることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望
の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp

① ブルキナファソの雑貨
② 書籍『ノーベル平和賞で世の中がわかる』（p37参照）
③ 書籍『あの日私たちは東北へ向かった 
　  国際協力NGOと3・11』（p37参照）
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　カタカタカタカタ・・・。コンクリートの建
物に、機織り機の音が響きわたる。単
調なリズムだが、どこか温かみがある
音＿。これを奏でているのは、ブルキナ
ファソの女性たち。その織物の素材は
なんと“ビニール袋”だ。
　“高潔な人々の国”という意味を持つ
この国では、実は年々、ごみ問題が深
刻化している。ポイ捨ては日常茶飯
事。道のあちこちにビニール袋が散ら
ばっている。しかし彼らの“日常”を変え
るのはそう簡単ではない。
　そこで青年海外協力隊の西出直哉
さんが思い付いたのが、これまで“ご
み”となっていたビニール袋のリサイク

ル。「ごみも使い方によっては現金収入
につながることが分かれば、環境への
意識も高まると思いました」。地元に伝
わる織物技術を生かし、タテ糸に国産
の綿を、ヨコ糸に細かく裂いたビニール
袋を使用してランチョンマットを作ること
になった。また、別の協力隊員も職業
訓練の一環として、ビニール袋を中に
詰めたぬいぐるみやボールなどの“リサ
イクル雑貨”の制作に取り組む。隊員み
んなで推進するエコ活動だ。
　ビニール袋から生まれ変わったかわ
いい雑貨。環境に優しいこのアイテム
が、日々の生活に彩りを与えてくれるは
ずだ。

Vol.49  ブルキナファソ

現地の女性を指導する西出さん。ビニール袋を集めて
きれいに洗い、細かく裂いて糸状にして織り込んでいく
（撮影：飯塚明夫）

ビニール袋でかわいくリサイクル！

★ランチョンマットとボールを各2人、クマのぬいぐるみを
1人にプレゼント！→詳細は38ページへ
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　幼いころ、警察官であり柔道家で
もあった父に連れられて、よく柔道場
に遊びに行きました。体はそれほど
大きくなかった父ですが、得意の足
技で次々と大きな選手を投げている
姿が本当にかっこよかった。そんな
父へのあこがれが、柔道を始めたき
っかけです。
　しかしそこには、過酷なトレーニン
グが待っていました。柔道家として生
きていくためには、まずは強じんな体
をつくらなければなりません。そのほ
かにも、忍耐力、精神力、戦術を考え
る力…。これらの力をすべて、日々の
トレーニングの中で身に付けるので
す。学生時代はまさに“柔道一色”。
正直苦しいことも多かったのですが、
勝ち負けに限らず、必死で練習してき
た技がうまくいったりと、試合で成果
を出せた時のやりがいは何事にも代
えがたいものでした。
　柔道はオリンピック競技の中で唯
一、日本発祥のスポーツです。そして
今では世界中に広まり、現役時代は
さまざまな国の選手と戦いました。そ

こで学んだのが、国籍を問わず“相
手を敬う心”です。柔道の世界では、
真正面から向き合い、全力で倒しに
かかるのが礼儀。だからこそ、戦う相
手への敬意として、始めと終わりの
“礼”が大切なのです。この極めて日
本的な慣習を世界中の柔道家が国
際的な舞台で実践していることは、
日本人として誇りに思います。
　現役引退後は指導者としての道を
選び、その準備のためイギリスに英語
と指導法を学びに行きました。指導
者としての知識や技術はもちろん、柔
道着を脱いでもしっかりと自身の足で
立って生きていける“人間力”を身に
付けたかった。実際に2年間の海外
生活を通じて、世界にはこれだけ多く
の情報という宝が眠っていたのだと、
己の無知を実感しました。
　今の私に与えられた役割は、指導
者として後進を育てること、そしても
う一つ、私を育ててくれた柔道という
スポーツを通じて、国内外限らず社
会に貢献していくことです。2010年、
認定NPO法人柔道教育ソリダリティ

ーの活動の一環として、イスラエルと
パレスチナに柔道を教えに行ったの
ですが、この時に感じたのが柔道の
底知れぬ力。柔道着も畳も十分にな
い環境で、全員が楽しそうに合同で
練習していて、紛争により2つに分断
された彼らの“溝”が埋まりつつある
ようにも感じました。
　この地域はとても根深い問題を抱
えていますが、私たちが柔道を通し
てできることを行動に移したことで、
何かが始まっているという実感はあり
ます。始めないと始まらない。すべて
の物事に言えることです。私は柔道
家として日本の古き良き文化を発信
し、世界とのつながりを築いていける
よう、行動し続けたいと思っています。

私の 世界に出て己を知る

INOUE Kosei

柔道家 井上 康生

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で

PROFILE 
1978年宮崎県出身。2000年シドニーオリンピック男
子柔道100キロ級で金メダルを獲得。08年に現役を
引退するまで、世界選手権などの国際大会で数々の
功績を残す。09年からイギリスに留学、コーチ指導法
などについて学ぶ。現在は東海大学体育学部武道学
科講師をはじめ、指導者として活躍する一方、認定
NPO法人柔道教育ソリダリティーの活動にも参加。
「なんとかしなきゃ！プロジェクト」著名人メンバー。
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